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現
代
日
本
の
と
ホ

階
級
構
造
の
変
化

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

ー
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
ー

ノ

合

隆

男

〔V〕〔N〕〔皿〕〔n〕〔1〕

序
説

階
級
・
階
層
構
造
の
動
態

構
造
変
化
の
諸
要
因
の
検
討

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
変
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題

結
語

　
　
　
コ

　
　
　
ー
　
序
　
　
　
説

　
　
　
〔

　
今
日
、
身
近
な
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
通
じ
て
「
変
化
（
変
動
）
」
、
「
変
革
」
、
そ
し
て
逆
に
「
自
然
へ
の
復
権
」
が
実
感
さ
れ
そ
れ
ら
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
で
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
へ

に
強
い
関
心
が
抱
か
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
否
定
し
得
な
い
一
つ
の
重
要
な
、
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
の
現
代
的
状
況
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
我

が
国
の
戦
後
社
会
学
の
展
開
を
概
観
し
て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
第
一
期
！
昭
和
二
〇
年
代
（
一
。
濫
1
お
墨
（
ω
封
建
遺
制
論
、

㈲
ア
メ
リ
カ
社
会
学
、
社
会
調
査
、
社
会
心
理
学
の
紹
介
と
導
入
、
㈹
諸
学
間
分
野
の
協
同
研
究
）
、
②
第
二
期
ー
昭
和
三
〇
年
代
～
三
七
、
三
八
年
（
る
3

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
之
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
｝
〇
四
三
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
一
〇
四
四
）

1
お
實
①
ω
）
、
（
6
ゆ
大
衆
社
会
論
、
に
の
実
証
的
研
究
成
果
の
蓄
積
、
圃
特
殊
社
会
学
研
究
領
域
の
拡
大
、
囲
日
本
社
会
の
特
質
の
究
明
）
．
③
第
三
期
i
昭
和
三
八
、

三
九
年
～
昭
和
四
三
年
頃
（
這
＄
津
ー
一
8
0
。
）
（
ω
歴
史
的
展
望
や
社
会
変
動
へ
の
関
心
－
近
代
化
論
、
産
業
社
会
論
、
未
来
社
会
論
、
更
に
近
代
主
義
や
進

歩
主
義
へ
の
疑
間
と
批
判
、
㈹
方
法
論
や
基
礎
理
論
の
再
検
討
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
や
機
能
主
義
の
検
討
、
社
会
心
理
や
民
衆
史
の
歴
史
的
研
究
、
行
動
科
学

等
）
、
④
第
四
期
f
昭
和
四
三
、
四
四
年
～
現
在
（
一
8
。。
噂
8
ー
　
　
）
（
O
の
生
活
研
究
と
社
会
福
祉
論
、
㈲
社
会
問
題
と
社
会
運
動
、
岡
組
織
論
、
政
策
科
学
．

岡
比
較
社
会
学
的
研
究
）
．
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
概
観
は
社
会
学
会
を
中
心
と
し
た
シ
ソ
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
、
著
書
、
論
文
等
の
動
向
に
よ
つ
て
極
め
て
大

胆
に
時
期
を
区
切
つ
て
各
々
の
論
題
を
列
挙
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
の
現
代
社
会
が
推
移
的
、
変
革
的
状
況
に
よ
つ
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
学
問
の
視
座
や
論
題
も
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
き
た
面
を
捉
え
る
こ
ど
が
で
き
る
。

　
だ
が
、
半
面
、
推
移
的
、
変
革
的
状
況
や
論
題
の
目
ま
ぐ
る
し
さ
に
押
し
流
さ
れ
る
ま
ま
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
日
本
の
「
変
化
」
「
変
革
」

の
歴
史
的
・
構
造
的
把
握
を
充
分
に
展
開
し
て
こ
な
か
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
戦
後
の
日
本
の
社
会
学
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
傾
向
が

な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
家
族
・
村
落
・
都
市
・
労
働
社
会
学
等
の
領
域
に
お
い
て
研
究
成
果
が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ

と
も
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
筆
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
社
会
階
級
・
階
膚
論
の
領
域
に
お
い
て
は
社
会
移
動
の
研
究
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
安
田
三
郎
の
仕
事
な
ど
も
そ
う
し
た
秀
れ
た
業
績
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
は
現
代
日
本
社
会
の
推
移
的
・
変
革
的
状
況
の
歴
史
的
・
構
造
的
研
究
を
意
図
し
て
、
統
計
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
最
初

の
手
懸
り
を
得
て
、
い
く
つ
か
の
仮
説
的
な
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
昭
和
三
〇
年
－
昭
和
四
五
年
（
お
緕
ー

一
。
き
）
の
時
系
列
で
特
に
我
が
国
の
階
級
・
階
層
構
造
の
動
態
を
め
ぐ
つ
て
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
を
中
心
に
解
明
し
て
い
く
．
主
と
し
て
用
い

ら
れ
る
統
計
資
料
は
、
「
国
勢
調
査
」
、
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
．
「
家
計
調
査
」
、
「
賃
金
構
造
基
本
調
査
」
、
「
職
種
別
民
間
給
与
の
実
態
」
、
「
学

校
基
本
調
査
」
、
「
学
生
生
活
調
査
」
、
各
種
の
意
識
調
査
等
で
あ
る
。
統
計
資
料
の
活
用
に
は
も
と
よ
り
限
界
が
つ
き
ま
と
う
。
調
査
目
的
、
変

数
、
指
標
、
尺
度
等
、
実
際
の
調
査
方
法
や
手
続
、
集
計
、
分
類
や
分
析
、
い
ず
れ
を
み
て
も
間
題
が
多
い
が
、
現
況
、
変
化
、
展
望
を
捉
え
る



　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ

た
め
の
一
つ
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
研
究
主
題
に
照
ら
し
て
特
に
政
府
諸
機
関
に
よ
つ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
統
計

調
査
を
で
き
る
だ
け
時
系
列
に
そ
つ
て
広
く
統
一
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
統
計
資
料
の
断
片
的
で
部
分
的
利
用
や
引
用
に
止
ま
る
こ
と

な
く
、
我
が
国
の
統
計
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
代
日
本
社
会
の
推
移
的
・
変
革
的
状
況
を
歴
史
的
・
構
造
的
に
究
明
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
素
材
に
な
し
得
る
と
同
時
に
慎
重
な
検
討

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
農
業
社
会
、
産
業
社
会
か
ら
自
律
性
と
連
帯
性
に
支
え
ら
れ
た
個
々
の
人
間
と
人
類
の
福
祉
社
会
の
模
索
へ
、
封
建
社
会
、

近
代
社
会
か
ら
現
代
社
会
的
状
況
へ
、
と
い
つ
た
歴
史
的
・
長
期
的
な
動
態
に
わ
れ
わ
れ
が
立
つ
て
い
る
と
共
に
、
幕
末
以
来
日
本
の
産
業
化
、

近
代
化
に
伴
う
社
会
構
造
の
構
造
変
化
を
経
験
し
つ
つ
大
き
な
戦
争
に
突
入
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
つ
た
過
去
の
明
治
維
新
期
や
大
正
・
昭
和
初

期
の
時
期
に
似
た
戦
間
の
谷
間
に
知
ら
ぬ
間
に
踏
み
入
り
立
た
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
長
期
的
に

も
短
期
的
に
も
興
味
深
い
分
岐
点
、
転
換
点
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
諸
節
で
は
、
ま
ず
〔
H
〕
階
級
・
階
層
構
造
を
分
析
す
る
際
の
分
析

モ
デ
ル
と
概
念
図
式
等
を
明
ら
か
に
し
、
現
代
日
本
の
そ
れ
ら
の
動
態
を
操
作
的
に
階
級
・
階
層
の
構
成
表
を
作
製
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
検
討
す

る
。
次
い
で
、
　
〔
皿
〕
階
級
・
階
層
構
造
の
変
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
諸
要
因
（
主
に
外
生
的
要
因
）
の
検
討
を
試
み
、
更
に
特
に
〔
W
〕
ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
動
態
や
彼
等
の
生
活
構
造
や
意
識
の
問
題
（
主
に
内
生
的
要
因
）
、
階
級
・
階
層
の
連
続
性
と
不
連
続
性
を
考
察
す
る
。
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

国
の
戦
後
の
階
級
・
階
層
研
究
史
や
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
「
新
し
い
労
働
者
階
級
」
論
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
（
1
）
安
田
三
郎
『
社
会
移
動
の
研
究
』
東
大
出
版
、
㎝
九
七
一
年
．

　
（
2
）
　
石
川
晃
弘
「
日
本
社
会
の
階
層
的
構
造
と
社
会
的
移
動
」
（
『
社
会
セ
ミ
ナ
ー
第
2
巻
、
地
域
・
産
業
』
、
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
．
馬
場
修
一
「
現
代
社
会
と
「
新
し
い
労
働

　
　
　
者
階
級
」
論
」
（
『
思
想
』
、
客
9
誘
S
　
一
九
七
三
年
五
月
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
階
級
・
階
層
構
造
の
動
態

　
　
　
　
　
　
　
　
「
、

　
階
級
・
階
層
構
造
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
と
い
う
課
題
は
、
社
会
構
造
と
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
考
察
し
、
更
に
ど
の
よ
う
に
政
策
形

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
一
〇
四
五
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
一
〇
四
六
）

成
や
応
用
実
践
を
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
と
は
究
極
的
に
不
可
分
な
の
だ
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
研
究
と
論
議

は
、
社
会
と
社
会
変
革
の
中
心
的
な
階
級
的
担
い
手
1
そ
れ
が
エ
リ
ー
ト
、
労
働
者
階
級
、
そ
し
て
労
働
者
階
級
全
体
の
中
で
の
前
衛
、
　
．
新

し
い
労
働
者
階
級
」
で
あ
ろ
う
と
、
i
の
分
析
と
摘
出
、
変
革
の
必
然
と
そ
の
否
定
等
に
集
中
し
、
　
「
も
の
の
見
方
」
な
リ
モ
デ
ル
自
体
は
い

つ
の
間
に
か
固
定
化
し
て
し
ま
つ
て
い
た
傾
向
が
な
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
ま
ず
階
級
・
階
層
構
造
を
捉
え
る
際
に
従
来
用

い
ら
れ
て
ぎ
た
構
造
モ
デ
ル
を
整
理
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
㈲
構
造
モ
デ
ル
と
概
念
図
式

　
階
級
・
階
層
の
構
造
モ
デ
ル
は
、
社
会
変
動
の
モ
デ
ル
と
密
接
し
て
お
り
、
主
に
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
方
向
性
に
焦
点
を
あ
て
て
分
類
さ
れ

た
（
i
）
均
衡
モ
デ
ル
（
①
2
葭
げ
旨
目
夢
8
蔓
）
（
”
1
1
）
進
化
モ
デ
ル
（
。
邑
＆
。
霊
員
ぎ
。
員
）
（
…
m
）
闘
争
モ
デ
ル
（
8
馬
浮
＃
ぽ
。
員
）
（
●
W
）
興
亡
モ

　
（
1
）

デ
ル
（
計
Φ
即
且
｛
島
豪
。
邑
そ
し
て
（
v
）
緊
張
モ
デ
ル
（
跨
彗
ヨ
a
＆
等
と
関
連
づ
け
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
浜
島
朗
が
階
級
構
造
モ
デ
ル

に
つ
い
て
フ
ユ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
の
図
式
化
を
援
用
し
な
が
ら
①
職
分
モ
デ
ル
（
身
分
的
社
会
理
論
）
、
②
成
層
モ
デ
ル
（
パ
ー
ソ
ソ
ズ
社
会
体
系
論
）
、

③
階
級
モ
デ
ル
（
マ
ル
ク
ス
階
級
理
論
）
、
④
支
配
モ
デ
ル
（
ダ
ー
レ
ソ
ド
ル
フ
支
配
団
体
論
）
に
分
類
し
て
い
る
試
み
が
あ
る
の
で
、
　
一
つ
の
手
懸
り
に

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
準
拠
枠
と
し
て
、
縦
軸
に
階
級
間
の
依
存
関
係
－
統
合
的
・
均
衡
的
・
機
能
的
に
み
る
か
、
二
分
法
的
・
闘
争
的
・
緊

張
的
に
み
る
か
ー
を
設
定
し
、
他
方
の
横
軸
に
階
級
区
分
の
基
準
i
一
次
元
的
に
と
る
か
、
多
次
元
的
に
と
る
か
ー
を
置
く
こ
と
に
よ
っ

て
第
1
図
の
よ
う
な
図
表
化
が
可
能
と
な
る
。

　
①
身
分
的
社
会
理
論
は
生
得
的
に
与
え
ら
れ
た
カ
ー
ス
ト
、
人
種
、
性
、
年
齢
、
地
域
、
職
分
、
身
分
、
資
源
等
の
諸
属
性
の
う
ち
、
一
次
元

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
統
合
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
静
態
的
な
社
会
理
論
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
道
徳
論
、
倫
理
論
、
社
会
秩
序
論
と
し
て

説
か
れ
た
。
従
つ
て
、
こ
れ
は
動
態
的
な
近
代
社
会
と
現
代
社
会
の
実
証
的
な
科
学
理
論
と
は
な
り
得
な
い
。
し
か
し
、
現
在
依
然
と
し
て
わ
れ

わ
れ
の
社
会
に
身
分
的
・
職
分
的
側
面
が
存
続
し
て
い
る
。
生
得
的
地
位
（
器
＆
げ
a
器
琶
）
か
ら
獲
得
的
（
業
績
的
）
地
位
（
8
幕
＜
a
舞
菖
。・
｝



　　　　　　　第1図　階級構造のモデル
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現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

幕
馨
。
篤
畠
）
へ
と
い
う
動
き
や
す
う
勢
の
中
で
、
前
者
の
側
面
が
根
強
く
制
約
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
る
ま

い
。　

②
機
能
主
義
的
社
会
成
層
論
で
は
、
成
層
（
階
層
）
の
依
存
関
係
は
一
般
に
統
合
的
・
均
衡
的
・
機
能
的
に
と
ら
え
ら
れ

農
民
、
企
業
家
、
労
働
者
等
の
区
分
な
り
序
列
関
係
が
統
合
的
・
機
能
的
な
分
業
、
分
化
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
と
ど
ま

る
。
上
層
i
中
層
－
下
層
の
関
係
は
量
的
な
連
続
体
で
あ
り
、
統
合
体
と
し
て
の
社
会
が
維
持
さ
れ
存
続
し
て
い
く
た
め
の

機
能
的
分
化
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
階
層
区
分
の
基
準
は
多
次
元
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
階
層
を
規
定
す
る
資
源
は
複
合

的
に
把
握
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
職
業
、
所
得
、
家
屋
形
式
、
居
住
地
、
消
費
生
活
、
・
人
々
の
評
価
、
本
人
の
主
観
的
な
帰

属
意
識
等
が
基
準
に
な
さ
れ
て
ぎ
た
。
こ
の
社
会
成
層
論
は
主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
、
価
値
観
、

地
域
社
会
の
伝
統
等
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
多
次
元
分
析
に
お
け
る
基
準
と
し
て
の

職
業
や
所
得
の
分
析
に
は
余
り
工
夫
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
操
作
的
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
成
層
（
階
層
）
の

機
能
的
重
要
性
、
統
合
性
、
普
遍
性
を
め
ぐ
つ
て
ア
メ
リ
ヵ
社
会
学
の
中
で
特
に
一
九
五
〇
年
代
以
来
K
・
デ
：
ヴ
ィ
ス
、

W
・
E
・
ム
ー
ア
、
T
・
パ
ー
ソ
ソ
ズ
、
B
・
バ
ー
バ
！
な
ど
と
M
・
チ
ュ
ー
ミ
ン
、
G
・
A
・
フ
ァ
コ
等
の
間
に
論
争
が

　
　
　
（
3
）

展
開
さ
れ
た
。
チ
ュ
：
ミ
ソ
等
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
成
層
の
機
能
的
重
要
性
を
誰
れ
が
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る
の
か
、
更

に
不
平
等
な
報
酬
配
分
は
普
遍
的
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
制
度
的
な
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
諸
点
は
当
然
提
起
さ
れ
る

批
判
と
い
え
る
。

　
③
マ
ル
ク
ス
主
義
的
階
級
論
で
は
、
詳
し
く
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
搾
取
す
る
も
の
と
搾
取
さ
れ
る
も
の
、
支
配
す
る
も

の
と
支
配
さ
れ
る
も
の
、
有
産
と
無
産
、
資
本
家
と
労
働
者
の
よ
う
に
N
霞
。
品
q
臣
巴
ε
辞
一
呂
で
二
分
法
的
に
闘
争
的
に

階
級
関
係
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
階
級
区
分
の
基
準
も
一
次
元
的
に
経
済
的
範
疇
（
資
源
）
、
即
ち
特
に
生
産
手
段
の
所
有
・
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
一
〇
四
七
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
一
〇
四
八
）

所
有
に
求
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
歴
史
的
発
展
段
階
と
し
て
の
資
本
主
義
社
会
は
生
産
力
、
生
産
手
段
と
生
産
関
係
か
ら
な
る
下
部
構
造
の
必
然

的
な
自
己
矛
盾
産
出
過
程
の
た
め
貧
困
化
を
必
然
と
し
階
級
闘
争
（
即
自
的
階
級
か
ら
対
自
的
階
級
へ
）
を
通
じ
て
社
会
主
義
社
会
へ
止
揚
さ
れ
る
、

と
す
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
階
級
理
論
は
明
ら
か
に
生
産
手
段
の
所
有
関
係
を
土
台
と
し
て
歴
史
的
な
資
本
主
義
社
会
の
分
析
に
集
中
さ
れ
た
。

従
つ
て
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
に
決
定
論
的
に
限
定
さ
れ
た
経
済
的
資
源
の
分
析
で
も
つ
て
充
分
か
ど
う
か
、
権
力
に
基
づ
く
支
配
関
係
、

人
種
や
民
族
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
、
意
識
の
問
題
、
二
分
法
的
設
定
、
更
に
社
会
主
義
下
に
お
け
る
産
業
化
・
計
画
化
・
官
僚
制
・
管
理

的
制
度
化
の
進
展
と
の
関
連
で
階
級
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
は
依
然
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
　
「
非
敵
対
的
階
級
」
や
「
階
級
な

ぎ
社
会
」
を
固
定
化
す
る
こ
と
な
く
、
歴
史
的
・
構
造
的
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
貧
困
、
生
活
条
件
の
不
平
等
の
構
造
的
布
置
、
疎
外

の
問
題
が
存
在
し
続
け
る
限
り
こ
の
理
論
の
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
④
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
支
配
団
体
論
ー
ダ
！
レ
ソ
ド
ル
フ
は
機
能
主
義
的
統
合
モ
デ
ル
と
支
配
闘
争
モ
デ
ル
は
相
補
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
な
が

ら
も
、
支
配
闘
争
モ
デ
ル
の
立
場
か
ら
e
あ
ら
ゆ
る
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
変
動
の
過
程
を
経
験
し
て
い
る
（
社
会
変
動
の
遍
在
性
）
、
⇔
あ
ら
ゆ
る

社
会
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
意
見
の
不
一
致
と
闘
争
と
を
示
し
て
い
る
、
㊧
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
諸
要
素
は
分
解
と
変
動
に
貢
献
し
で
い
る
、
㊨
あ
ら
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
社
会
は
他
者
に
よ
る
そ
の
構
成
員
の
支
配
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
て
い
る
点
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
「
階
級
は
社
会
的
闘
争
集
団
で
あ
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
の
決
定
要
因
は
、
支
配
団
体
の
内
部
に
お
け
る
権
力
行
使
へ
の
参
加
、
も
し
く
は
そ
れ
か
ら
の
排
除
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
」
。
浜
島
や
フ
ユ

ル
ス
テ
ソ
ベ
ル
ク
に
よ
つ
て
は
こ
の
理
論
は
二
分
法
的
・
多
次
元
的
な
準
拠
枠
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
支
配
関
係
を
軸
に
し
た
二
分

法
的
・
一
次
元
的
な
準
拠
枠
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
⑤
緊
張
的
階
級
・
階
層
論
は
、
統
合
モ
デ
ル
に
み
る
共
通
の
統
合
さ
れ
た
価
値
体
系
や
逆
に
闘
争
モ
デ
ル
に
み
る
二
分
法
的
な
不
和
、

紛
争
、
闘
争
を
強
調
す
る
二
者
択
一
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
緊
張
モ
デ
ル
の
立
場
か
ち
O
緊
張
は
内
在
的
な
も
の
で
あ
り
、
変
動
は
均
衡

や
静
葡
な
状
態
を
回
復
し
な
い
し
、
ま
た
新
し
い
均
衡
を
創
り
出
す
も
の
で
は
な
い
、
⇔
変
動
の
も
允
ら
す
結
果
は
、
緊
張
減
少
的
で
あ
り
う
る



と
同
様
に
確
か
に
緊
張
産
出
的
で
あ
り
え
る
だ
ろ
う
、
㊧
緊
張
－
変
動
の
展
望
に
つ
い
て
は
高
度
に
一
般
的
な
予
測
よ
り
も
、
む
し
ろ
特
定
の
予

測
の
望
ま
し
さ
を
考
慮
に
い
れ
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
、
㊨
シ
ス
テ
ム
（
構
造
）
の
持
続
性
、
変
動
の
方
向
性
は
多
様
で
あ
り
得
る
、
と
い
つ
た

　
　
　
　
　
　
（
6
）

諸
点
を
強
調
す
る
。
こ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
階
級
・
階
層
を
機
能
的
必
要
性
や
重
要
性
に
も
と
づ
く
不
可
避
的
で
普
遍

的
な
も
の
と
は
み
な
い
。
制
度
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
制
度
的
に
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、
　
「
無
階
級
社
会
」
が
存
在

す
る
と
も
考
え
な
い
。
階
級
・
階
層
を
歴
史
的
・
構
造
的
に
把
握
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
の
モ
デ
ル
は
、
階
級
関
係
に
は
緊
張
が
内
在
し
、
抗
争

・
闘
争
し
合
う
力
が
あ
つ
て
か
ろ
う
じ
て
社
会
が
存
続
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
緊
張
処
理
や
抗
争
・
闘
争
が
制
度
化
さ
れ

管
理
化
さ
れ
る
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
も
現
に
見
い
出
し
得
る
が
、
緊
張
の
固
有
性
、
内
在
性
、
隠
れ
た
、
そ
し
て
隠
さ
れ
た
願
望
・
割
れ
目
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

亀
裂
・
分
裂
・
価
値
観
を
ど
の
よ
う
に
見
い
出
し
掘
り
起
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。
従
つ
て
、
階
級
区
分
の
基
準
も
一
次
元
的
に
設
定
さ
れ

な
い
。
多
次
元
的
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
ら
が
平
面
的
に
操
作
的
に
羅
列
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ω
生
存
、
㈹
経
済
的
資
源
、
圃
権
力
（
権
力
へ
の
参

加
と
責
任
）
、
価
の
自
律
性
の
諸
変
数
が
重
層
決
定
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
本
稿
で
の
分
析
は
こ
の
⑤
緊
張
的
階
級
・
階
層
論
を
拠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

所
に
し
て
進
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
階
級
・
階
層
構
造
モ
デ
ル
の
検
討
に
続
い
て
、
次
に
よ
り
具
体
的
に
分
析
を
試
み
る
際
の
諸
変
数
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
ず
、
階
級
・
階
層
構
造
の
外
生
的
変
数
と
内
生
的
変
数
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
ユ

　
　
A
　
外
生
的
変
数
（
制
度
的
状
況
1
親
族
・
人
口
、
経
済
、
政
治
、
軍
事
、
階
級
、
文
化
）

　
　
　
　
＠
　
人
口
構
造
、
⑥
　
産
業
構
造
、
＠
　
労
働
市
場
と
労
働
運
動
、
⑥
　
教
育

　
　
ユ

　
　
B
　
内
生
的
変
数

　
　
［
）

　
　
　
1
　
階
級
・
階
層
構
成

　
　
　
　
⑥
　
資
源
、
⑥
　
単
位
、
＠
　
配
分

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
〇
四
九
）



第2図階級・階層構造の諸変数

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

n
　
生
活
構
造

　
⑥
　
生
活
史
、
⑥
　
生
活
構
造
、
◎
　
地
位
の
不
一
致
、

ユ皿
　
意
識
（
感
情
、
価
値
、
規
範
）

［　
⑥
　
生
活
意
識
、
⑥
　
社
会
意
識
、
⑥
　
階
級
億
識
、

〔A〕

制度的状況

〔B〕一（1）

階級・階層構成

　
幽

⑥
　
社
会
移
動

三
八
　
　
（
一
〇
五
〇
）

　
こ
こ
で
示
し
た
諸
変
数
の
み
で
充
分
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
の

戦
略
的
な
手
懸
り
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
諸
変
数
間
の
関
係
を
図
式
化
し
て
お
く
と
第

2
図
の
よ
う
に
な
る
。
階
級
・
階
層
構
造
の
研
究
に
お
い
て
も
、
マ
ク
ロ
的
側
面
と
ミ
ク
ロ
的
側
面

の
関
連
、
あ
る
い
は
制
度
的
な
も
の
と
意
識
や
行
為
的
状
況
と
の
関
連
、
更
に
各
々
の
側
面
自
体
の

内
的
な
断
層
や
葛
藤
等
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
一
次
元

的
決
定
論
の
立
場
や
標
準
化
さ
れ
た
共
通
の
価
値
体
系
に
統
合
さ
れ
る
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
社
会

の
変
動
期
に
お
け
る
階
級
・
階
層
構
造
の
動
態
を
深
く
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
階
級
・
階
層

は
、
社
会
的
資
源
の
不
平
等
な
階
統
的
配
分
構
造
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
人
々
の
間
で
の
差
別
的

評
価
の
存
在
を
無
視
し
得
な
い
わ
け
で
、
従
つ
て
社
会
化
（
畠
ま
弩
巨
一
鍔
ぎ
算
呂
鼻
§
竃
富
菖
。
ロ
）

や
意
識
の
間
題
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
媒
介
し
て
い
る
日
常
的
な
生
活
構
造
を
も
分
析
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
配
慮
の
も
と
で
、
現
代
日
本
の
主
に
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
か
ら
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）
に
至
る
短
期
間
だ
が
注
目
す
べ
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コ

き
時
期
に
限
定
し
て
、
初
め
に
階
級
・
階
層
構
成
の
変
化
B
i
I
を
調
べ
．
次
に
そ
れ
ら
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
制
度
的
状
況
A
の
影
響
を
検
討
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コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ

す
る
。
更
に
そ
う
し
た
変
化
が
内
生
的
変
数
・
要
因
と
し
て
の
生
活
構
造
B
－
H
や
意
識
B
ー
皿
に
よ
つ
て
ど
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
（



か
、
生
活
構
造
や
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
と
変
化
を
、
緊
張
と
不
安
と
葛
藤
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
の
か
、
が
わ
れ
わ
れ
の
関
心
で
あ
る
。

　
㈲
　
階
級
・
階
層
構
成
の
変
化

　
階
級
・
階
層
構
成
の
検
討
は
社
会
的
資
源
が
人
々
の
間
で
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
従
つ
て
、
⑥
資
源
、
⑥
単
位
、
⑥
配
分
が
問
題
と
な
る
。
⑥
単
位
（
巨
ぎ
）
は
個
人
、
年
齢
、
性
、
家
族
（
世
帯
）
、
地
域
、
人

種
、
そ
の
他
の
社
会
的
範
疇
・
集
団
・
集
合
等
（
従
業
上
の
地
位
、
所
得
階
層
、
学
歴
、
世
帯
主
、
主
婦
等
）
を
指
し
さ
ま
ざ
ま
の
組
み
合
せ
も
必
要
と
な

る
。
⑥
資
源
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
O
O
生
存
、
㈹
経
済
的
資
源
、
圃
権
力
へ
の
参
加
と
責
任
、
㈲
自
律
性
を
挙
げ
、
ω
か
ら
㈹
へ

と
重
層
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
重
層
的
決
定
は
外
生
的
変
数
と
し
て
の
制
度
的
状
況
、
内
生
的
変
数
と
し
て
の
生

活
構
造
や
意
識
と
の
関
連
に
よ
つ
て
相
対
的
に
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
変
数
間
の
重
層
的
決
定
関
係
を
分
析
上

の
前
提
と
し
て
よ
り
具
体
的
に
①
職
業
と
従
業
上
の
地
位
、
②
所
得
と
財
産
、
③
意
思
決
定
へ
の
参
加
と
責
任
、
④
教
育
、
⑤
情
報
、
⑥
威
信
の

諸
指
標
に
よ
つ
て
資
源
が
諸
単
位
に
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
の
構
成
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
研
究
に
お
い
て
は
、
①
職
業
と
従
業
上
の
地
位
を
よ
り
基
底
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
構
成
表
の
作
製
を
試
み
る
。
こ
の
点
で
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
階
級
論
の
立
場
か
ら
克
明
に
統
計
資
料
を
駆
使
し
た
大
橋
隆
憲
編
著
『
目
本
の
階
級
構
成
』
は
こ
の
領
域
の
研
究
水
準
を
一
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
引
き
上
げ
る
点
で
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
階
級
・
階
層
構
成
が
こ
の
①
職
業
と
従
業
上
の
地
位
だ
け
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
の
は
適
切

で
は
な
い
。
ま
た
、
従
業
上
の
地
位
と
い
う
質
的
な
面
を
見
落
し
て
職
業
構
成
だ
け
に
よ
つ
た
り
、
特
定
の
地
域
社
会
の
構
成
を
全
体
社
会
の
レ

ベ
ル
ヘ
そ
の
ま
ま
拡
大
解
釈
す
る
試
み
も
妥
当
で
は
な
い
．
①
を
基
準
と
し
な
が
ら
、
②
所
得
と
財
産
、
③
意
思
決
定
へ
の
参
加
と
責
任
（
全
体

社
会
、
職
場
、
地
域
社
会
の
レ
ベ
ル
、
さ
ま
ざ
ま
の
集
団
・
組
織
・
社
会
問
題
）
、
④
教
育
、
⑤
情
報
、
⑥
威
信
等
に
つ
い
て
の
資
料
を
今
後
一
層
蒐
集
し

整
理
検
討
し
て
い
く
仕
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
国
勢
調
査
の
集
計
結
果
を
用
い
て
①
職
業
と
従
業
上
の
地
位
に
従
つ
て
作
製
し
た
の
が
第
1
表
の
構
成
表
で
あ
る
。
戦
後
の
さ
ま
ざ

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
ラ
ー
層
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九
　
　
（
一
〇
五
一
）



（1950年一1970年）（千人）（％）

1955 1960 1965 1970

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

223．0 179．5 291．3 212．2 171．0 276．3 203．6 163．6 266．3 195．9 157．8 255．4

40，027 24，435 15，591 44，028 26，822 17，206 48，269 29，484 18，785 52，759 32，176 20，583

100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

97．8 97．6 98．2 99．2 99．2 99．3 98．7 98．5 99．0 98．8 98．6・99．1

（100．0） （61．0） （39．0） （100．0） （60．9） （39．1） （100．0） （61．1） （38．9） （100．0） （6LO） （39．0）

2．0 3．2 0．1 2．7 4．2 O．4 2．8 4．4 0．4 3．9 6．1 0．5

0．2 0．3 α0 0．2 0．3 0．0 0．0 0．0 0．0 0．1 0．1 0．0

1．6

0．3

2．5

014

0．1

010

2．3

0．2

3．5

0．4

0．3

0．0

12・8 ｝4・4 1・・4 13・8 ｝5・9 1・・5

53．1 45．1 65．6 45．6 37．8 57．9 38．6 31．2 50．1 34．8 ．27．7 46．0

52．2 44．2 64．7 44．7 36．9
5619 37．3 30．2 48．4 33．2 26．5 43．8

37．6
2◎，8

49．8 30．6 23．5 41．7 23．0 17．7 31．3 18．1 13．5 25．4

6．2 7．2 4．5 6．2． 6．9 5．1 6．4 6．6 6．1 7．4 7．2 7．5

6．9

　　一
6．3 7．9 6．2 5．4 7．4 6．0 4．8 7．9 5．5 4．4 7．1

1．5 0．9 2．5 1．6 1．0 2．5 1．9 1．1 3．2 2．3 1．3 3．1

29．7
ひ
1
4。2 54．1 24．3 10．6 45．8 18．7・ 7．1 37．1 13．1 5．4 25．1

O．8　1 0．8 0．7 0．7 0．8 0．7 O．8 0．9 0．7 1．0 1．1 0．8

0．1 0．1 0．2 0．2 0．1 O．4 0．5 0．1 1．0 0．6 0．1 1．3

O．2 0．1 0．3 0．3 0．1 0．5 O．5 0．1 1．2 0．6 O．1 1．4

42．7 49．3 32．4 50．9 57．2 40．9 57．2 62．7 48．4 60．0 64．8 52・6

12．4、 13七8 10．4 14．2 14．8 13．1 17．1 16．4 18．1 18．7’ 16．9 21．6

4．1 4．7 3．2 4．0 4．2 3．7 4．6 4．7 4．4 5．5 5．6 5．3

8．4 9．1 7．2 ユ0．1 10．6’ 9．4 ’12。5 11．8 ユ3．6 13．2 11．2 16．3

7．9 7．0 9．3 8．9 7．6 10．8 10．7 9．5 12．5 11．7 10．8● 13．1

3．5 4．1 2．6 4．1 4．3 3．6 5．5■ 5．8 5．2 6．4 6．8 5．7

3．3 ユ．2 6．7 3．7 1．5 7．2 4．O 1．8 7．4 4．1 2．1 7．3

1．ユ 1．7 O．0 1．1 1．8 0．0 1．2 1．9 0．0 1．2 2．O 0．0

22．4 28．ε 12．8 27．8 34．8 17．0 29．4 36．9 17．8 29．6 37．1 17．9

2．0 2．6 1．0 1．7， 2．2 1．1 112・ 1．5 0．6 O．8 工．1 0．4

20．4 25。ウ 11．7 26．1 32．6 15．9 28．3 35．4 17．1 28．8 36．0 17．5

一 な 一
0．0 O．O 0．1 0．1 0．1 0．1 0．0 0．0 0．0

8巻』、同’r日本の入ロー昭和30年国勢調査の解説一』　（1％抽出集計結果）、同r日本の人ロー昭和35年』同r日本の人

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
ラ
！
層

四
〇

（
一
〇
五
二
）



第1表　現代日本の階級構成表

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

四

〇
五
一
一
一
）

1950
1955（昭30） 1960（昭35） 1965（昭40） 1970（昭45）1950（昭25）

計 男 女

総　人　口 83，200 89，276 93，419 987275 103，356 228．9 182．5 303．2

労働力人口 36．347111 40，027 44，028 48，269 52，759 36，347，
100．0

22，365
100．0
139821δ0．G

就業者総数 35，57512｝ 39，154 43，691 47，633 52，11012） 97．9 97．5 98．4

（100．0） （6L5） （38．5）

〔1〕管理的支配階級 709 809 1，183 1，368 2，052 2．0 3．0 0．2

①個人企業主 172 75 97 10 48 0．5 0．7 0．1

②民間の管理的
　職業従事者
③官公の管理的
　職業従事者

1537 630

104

991

95

lL358 12…4 11．5

∫

｝2・4 i　o．1

f
〔H〕自営業者階級 21，372 21，249 20，097 18，630 18，381 58．8 50．4 72．3

④自営業者と
家族従業者

21，038 20，894 19箋672 18，007 17，538 57．9 49．4 71．5

④農林漁業従
　事者

16，189 15，046 13，486 11，096 9，570 44．5 35．8 58．6

⑤鉱工・運
　通従事者

2，268 2，464 2要749 3，084 3，880 6．2 7．3 4．5

⑥販売従事者 2，253 2，776 2，739 2，897 2，892 6．2 5．8 6．9

⑦サービス職
　業従事者

328 608 698 930 1，196 0．9 0．5 1．5

a）④～⑦の家
　族従業者

12，187 11，897 10，715 9，043 6，906 33．5 16．9 60．1

⑧⑧専門的・技術
　　的職業従事者

295 305 327 401 540 0．8 0．9 0．7

◎⑨事務従事者 39 50 98 222 303 0．1 0．1 0．1

b）⑧～⑨の家
　族従業者

58 77 117 244 331 0．2 O．1 0．2

〔皿〕雇用労働者階級 13，418 17，096 22，400 27，601 31，657 36．9 43．9 25．7

⑪ホワイト・
　カラー労働者

4，334 4，977 6，237 8，233 9，864 11．9 13．6 9．2

⑩専門的・技術
　的職業従事者

1，337 17634 1，779 2，204 2，887 3．7 4．2 2．9

⑪事務従事者 2，997 3，343 4コ458 67029 6，977 8．2 9．5 6．3

⑤販売・サービス関

　係職業従事者
1，828 3，163 3，910 5，161 6，178 5．0 4．6 5．8

⑫販売従事者 727 1，409 1，790 2，669 3，361 2．0 2．5 1．2

⑬サービス職
　業従事者

769 1，324 1，631 1，919 2p171 2．1 0．6 4．5

⑭軍人潜官・保安
　サービス従事者 332 430 489 573 646 0．9 1．5 0．0

⑥生産的労働者 7，256 8，956 12，253 14，207 15，615 20．0 25．7 10．8

⑮農林漁業従
　事者

844 798 765 565 439 2．3 2．9 1，集

⑯鉱工・運通
　従事者

6，412 8，158 11，488 13，642 15176 17．6 22．8 9．4

〔IV〕分類不能 64
一 11 34 19 0．2 0．2 0．2

注．（1）1950年だけ労働力人口は14歳以上。　（2》従業上の地位不詳を含む。資料一総理府統計局『昭和25年国勢調査報告、第

　　　ロー昭和40年国勢調査』（20％拍出）、同『昭和45年国勢調査報告、第2巻謬



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
〇
五
四
）

ま
の
法
的
・
組
織
的
・
制
度
的
改
革
と
変
化
、
復
興
、
　
「
高
度
成
長
」
を
経
て
「
経
済
大
国
」
と
歩
ん
で
き
た
過
程
に
お
い
て
階
級
・
階
層
構
成

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
ま
ず
、
人
口
総
数
で
は
一
九
五
〇
年
の
八
三
二
〇
〇
千
人
に
比
し
て
一
九
七
〇
年
に
は
二
四
・
二
％
増
、
そ
の

う
ち
の
労
働
人
口
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
三
六
三
四
七
千
人
か
ら
四
五
・
二
％
増
、
就
業
人
口
は
三
五
五
七
五
千
人
か
ら
四
六
・
五
％
増
、
ま
た
労

働
力
人
口
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
に
一
九
五
〇
年
で
は
総
人
口
は
二
二
八
・
九
、
就
業
者
数
は
九
七
・
九
、
一
九
七
〇
年
に
は
総
人
口
が
一
九
五
．

九
、
就
業
者
数
が
九
八
・
八
、
と
い
う
よ
う
に
次
第
に
労
働
力
化
と
就
業
化
が
着
実
に
進
行
し
て
い
る
。

　
職
業
と
従
業
上
の
地
位
に
よ
つ
て
〔
1
〕
管
理
的
支
配
階
級
、
〔
H
〕
自
営
業
者
階
級
、
〔
皿
〕
雇
用
労
働
者
階
級
の
三
つ
に
分
類
し
て
そ
れ
ら
の
推

移
を
み
て
み
る
と
、
〔
1
〕
管
理
的
支
配
階
級
の
労
働
力
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
九
五
〇
年
－
二
・
○
％
、
一
九
五
五
年
－
二
・
○
％
、
一
九
六

〇
年
i
二
・
七
％
、
一
九
六
五
年
－
二
・
八
％
、
一
九
七
〇
年
－
三
・
九
％
と
漸
次
増
加
し
、
〔
n
〕
自
営
業
者
階
級
は
そ
れ
ぞ
れ
五
八
．
八
％
、

五
三
二
％
、
四
五
・
六
％
、
三
八
・
六
％
、
三
四
・
八
％
と
急
激
に
減
少
、
〔
皿
〕
雇
用
労
働
者
階
級
は
逆
に
三
六
・
九
％
、
四
二
・
七
％
、
五

〇
・
九
％
、
五
七
・
二
％
、
六
〇
・
○
％
と
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
ご
の
表
に
よ
る
限
り
で
は
、
両
極
分
解
的
傾
向
を
指
摘
で
き
な
い
こ
と
も

な
い
が
、
比
重
と
し
て
は
圧
倒
的
に
雇
用
労
働
者
化
が
展
開
し
て
き
た
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
自
営
層
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
急
激
に
減

少
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
内
部
的
に
は
特
に
著
し
く
は
農
林
漁
業
従
事
者
（
数
に
お
い
て
も
構
成
比
に
お
い
て
為
）
、
ま
た
や
や
販
売
従
事
者
（
構
成
比

に
お
い
て
）
の
自
営
業
者
と
そ
の
家
族
従
業
者
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
他
の
都
市
的
な
職
業
で
は
逆
に
少
し
ず
つ
増
加
を
続
け
て
再
編

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
全
体
と
し
て
減
少
の
す
う
勢
を
辿
り
な
が
ら
も
自
営
層
が
根
強
く
再
生
産
さ
れ
て
い
る
動
向
を
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
雇
用
労
働
者
階
級
内
の
構
成
の
変
化
を
み
る
た
め
に
（
第
－
表
・
第
3
図
参
照
）
生
産
的
労
働
者
（
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
）
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働

者
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
労
働
者
の
三
者
に
分
け
て
比
較
す
る
と
、
一
九
五
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
が
二
〇
・
○
％
、
一
一
・
九
％
、
五
・
○
％
、

一
九
七
〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
二
九
・
六
％
、
一
八
・
七
％
、
一
一
・
七
％
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
特
に
販
売
・
サ



ー
ビ
ス
関
係
労
働
者
に
お
い
て
著
し
く
、
ま
た
生
産
的
労
働
者
は
全
労
働
力
人
口
の
約
三
割
を
占
め
る
に
至
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
う
勢
を
詳

し
く
検
討
す
る
と
、
生
産
的
労
働
者
は
一
九
五
〇
年
f
五
五
年
、
一
九
五
五
年
ー
六
〇
年
と
対
前
期
増
加
率
が
相
対
し
て
高
い
が
、
一
九
六
五
年

（
昭
和
四
〇
年
）
以
降
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働
者
や
販
売
・
サ
！
ビ
ス
関
係
労
働
者
の
場
合
よ
り
も
や
や
下
ま
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
第
3
図
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
（
図
の
中
の
ホ
ワ
ィ
ト
・
カ
ラ
ー
層
ω
、
㈲
と
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働

第3図　雇用労働者階級の構成の推移

働者階級

　　　　　　　　　　　　生勢塑L＿（ホワイ・卜
　　　　　　　　　．メー一一　　　　　　　，’〆のカラー層）（2

　　　　　　　一／　　　　　 －！”　（ホワイト・カラ

／／．．．〆／　一層）（1）

　　一一〆ー　　　　　　　　　　　　ホワイト・カラ
〆　　　　　　　　　　　　　　一労働者

　　　　　　　　　．＿’ρ、…一一…庸サービ冬

　　　　，’一一一一一　　　　　　　　　関係労働者

一

1950年　　1955年　　1960年　　1965年　　1970年
注）　ホワイト・カラー層（1）一管理的職業㊦ホワイト・カラ

　　　　　　　　　　　　　　ー労働者

　　ホワイト・カラー層（2）一管理的職業㊦

　　　　　　　　　　　　　　ホワイト・カラー労働者㊦

　　　　　　　　　　　　　　販売従募者

％
6
0

50

40

30

20

10

○
年
に
至
つ
て
わ
ず
か
に
増
加
率
が
相
対
に
低
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、

（
鉱
工
運
通
従
事
者
は
三
六
・
○
％
）
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
う
し
た
性
別
に
み
た
動
態
の
差
異
は
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

労
働
者
、
自
営
業
者
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働
者
．
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
労
働
者
等
の
順
で
占
め
る
割
合
が
高
く
、

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

　
　
者
と
民
間
・
官
公
の
管
理
的
職
業
従
事
者
更
に
販
売
従
事
者
を
加

　
　
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
は
の
ち
に
詳
し
く
触
れ
る
）

　
　
更
に
男
女
別
に
こ
れ
ら
の
動
向
を
み
る
な
ら
、
や
は
り
異
な

　
る
特
徴
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
女
性
に
お
い
て
も
こ
の

　
二
〇
年
と
い
う
短
期
間
に
雇
用
労
働
者
の
占
め
る
割
合
が
倍
加

　
し
た
が
、
自
営
業
者
と
家
族
従
業
者
の
占
め
る
割
合
が
男
性
に

　
比
し
て
依
然
大
ぎ
い
。
特
に
家
族
従
業
者
の
占
め
る
割
合
（
叫

　
九
七
〇
年
で
二
六
．
五
％
）
が
大
き
い
。
雇
用
労
働
者
内
の
変
化

　
で
は
、
男
性
に
比
し
て
女
性
の
場
合
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労

　
働
者
と
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
労
働
者
の
占
め
る
割
合
が
一
層

　
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
男
性
に
関
し
て
は
、
一
九
七

生
産
的
労
働
者
の
占
め
る
割
合
は
極
め
て
大
き
く
三
七
・
一
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
性
で
は
生
産
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
で
は
家
族
従
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
U
O
五
五
）

販



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
一
〇
五
六
）

者
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働
者
、
生
産
的
労
働
者
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
労
働
者
等
の
順
に
な
つ
て
い
る
。

　
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
最
近
ま
で
の
約
二
〇
年
の
短
期
間
に
階
級
・
階
層
構
成
に
関
す
る
限
り
著
し
い
諸
変
化
が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
つ
と
も
、
こ
こ
で
は
職
業
と
従
業
上
の
地
位
に
基
く
構
成
で
し
か
な
い
点
で
依
然
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
し
、

「
分
類
不
能
」
層
は
他
の
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
階
級
・
階
層
構
成
は
、
性
別
に
、
、
更
に
家
族
、

世
帯
、
生
活
周
期
や
社
会
移
動
（
生
活
構
造
と
意
識
）
等
の
考
察
を
媒
介
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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研
究
成
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め
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い
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こ
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が
必
要
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あ
る
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〔
皿
〕
　
構
造
変
化
の
諸
要
因
の
検
討

　
階
級
・
階
層
構
造
の
動
態
に
つ
い
て
先
に
構
成
変
化
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
が
、
次
に
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
変
化
を
引
き
起
し
た
諸
要
因
を

検
討
す
る
。
こ
の
節
で
は
、
そ
の
外
生
的
変
数
、
す
な
わ
ち
制
度
的
状
況
の
影
響
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
第
2
図
を
参
照
）
。
具
体
的
に

は
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人
口
構
造
、
⑥
産
業
構
造
、
＠
労
働
市
場
と
労
働
運
動
、
⑥
教
育
の
面
に
限
つ
て
、
や
は
り
主
に
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
に
か
け
て

ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
つ
て
き
た
の
か
を
順
に
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
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現
代
日

本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

四
五
　
　
（
一
〇
五
七
）



　
　
　
現
代
甘
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ボ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
（
一
〇
五
八
）

　
㈲
　
人
口
構
造
の
変
化

　
人
口
構
造
の
変
化
は
、
他
の
制
度
的
状
況
と
の
関
連
に
よ
つ
て
、
な
か
ん
づ
く
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
口
構
造

に
つ
い
て
Oゆ
年
齢
構
成
、
“O
家
族
構
成
、
㈹
労
働
力
構
成
、
飼
都
市
化
、
と
い
つ
た
特
徴
的
な
面
に
限
定
し
て
簡
潔
に
触
れ
て
い
く
。
ま
ず
ω
年
齢
構

成
に
つ
い
て
み
る
に
（
第
2
表
参
照
）
、
年
齢
三
区
分
別
人
口
の
推
移
で
は
○
～
一
四
歳
迄
の
割
合
は
一
九
五
〇
年
以
降
急
激
に
減
じ
一
九
七
〇
年

で
二
三
・
九
％
、
一
五
～
六
四
歳
の
人
口
の
割
合
は
一
九
五
〇
年
以
降
増
加
し
一
九
七
〇
年
で
六
九
・
○
％
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
や
は
り
一
九

七
〇
年
現
在
七
・
一
％
と
な
り
老
年
人
口
は
最
近
で
は
増
加
し
続
け
る
す
う
勢
に
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
年
齢
構
成
指
数
の
動
向
で
あ
る
．
労
働
力

人
口
の
殆
ん
ど
を
占
め
る
一
五
～
六
四
歳
人
口
に
対
す
る
○
～
一
四
歳
と
六
五
歳
以
上
の
人
口
の
比
率
で
示
さ
れ
た
従
属
人
口
指
数
は
特
に
一
九

五
五
年
以
降
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
働
き
う
る
年
齢
層
の
人
口
一
〇
〇
人
あ
た
り
の
扶
養
負
担
度
を
意
味
し
て
お
り
、
我
が
国
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

度
の
経
済
成
長
を
続
け
て
き
た
諸
要
因
の
一
つ
に
こ
の
有
利
な
人
口
構
造
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
．
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
日
本
（
一
九
七

〇
年
）
1
四
五
・
○
、
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
（
一
九
六
八
）
i
五
七
・
八
、
イ
ギ
リ
ス
（
一
九
七
〇
）
1
五
七
・
七
、
イ
タ
リ
ア
（
一
九
六
八
）
ー
五

三
・
二
、
フ
ラ
ソ
ス
（
一
九
六
八
）
1
五
九
・
一
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
一
九
六
六
）
1
五
七
・
三
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
一
九
七
〇
）
ー
六
二
ニ
モ

カ
ナ
ダ
（
一
九
七
〇
）
ー
六
一
・
五
、
イ
ソ
ド
（
一
九
七
〇
）
ー
八
○
・
九
、
韓
国
（
一
九
七
〇
）
ー
七
九
・
二
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（
一
九
六
六
）
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
〇
七
・
一
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
老
年
化
が
進
み
老
年
人
口
の
割
合
が
次
第
に
増
え
続
け
れ
ば
、
扶
養
負
担
度
は
こ
れ
以
上
は
低
く
な

ら
ず
逆
に
高
い
傾
向
に
な
る
だ
ろ
う
。
当
然
、
　
「
家
」
を
中
心
と
し
た
家
族
制
度
が
著
し
く
変
化
し
構
成
が
縮
小
し
核
家
族
化
が
進
行
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

現
況
に
お
い
て
は
、
社
会
的
扶
養
能
力
を
一
層
強
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
し
、
年
少
人
口
や
老
年
人
口
の
「
従
属
人
口
」
に
対
す
る
発
想
を
根

本
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
α
の
家
族
構
成
の
変
化
を
ま
ず
普
通
世
帯
の
一
世
帯
あ
た
り
人
員
を
調
べ
て
み
る
に
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
四
・
八
九
人
、

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
に
四
・
九
七
人
、
続
い
て
一
九
五
五
年
も
四
・
九
七
人
で
あ
つ
た
の
が
以
後
減
少
を
示
し
一
九
六
〇
年
－
四
・
五
四



第3表　世帯の家族類型別普通世帯数（1960年～1970年）

家　族　類　型

普　通世　帯数（千世帯） 割　　　　　　合　（％）

　　1960
（昭和35年）脚 　　1965（昭和40年卿

　　1970（昭和45年）（1） 1960 1965 1970

普　通　世　帯
19，571

（87，391〉

23，092

（91，096）

26，747

（97，724）

　100．0
（100．0）

　100．0
（100．O）

　100．0

（100．0）

a）親　族　世　帯

　・核家族世帯
　　　夫　婦　の　み

　　　夫婦と子供
　　　男親と子供
　　　女親と子供
　その他の親族世帯

bl非規族世帯
c〉単　独　世　帯

18，579

11，788

1，630

8，489

　245
1，424

6，790

　74
　919

21，209

14，464

2，280

10，49Q

　231
1，463

6，745

　87
1，795

23，768

16，％2

2，909

12，310

　ゐ4
1，479

6，815

　97
2，883

94．9
（98．9〉

60．2
（52．6）

　8．3

43．4

　1．3

　7，3

34．7
（46．2）

　O．4
（0．1）

　4．7
（1．1）

91．8
（98．0）

62．6
（56．8）

　9．9

45．4

　1．0

　6．3

29．2
（41．2）
　0．4
（0．1）

　7．8
（1．9）

88．9
（97。0）

63．4
（59．7）

10．9

46．0

　1．0

　5、5

25．5
（37．2）

　0。4
（o．1〉

10．8
（2．9）

’　　0レくま由　　崖一4・玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
、
一
九
六
五
年
－
四
・
〇
五
人
、
一
九
七
〇
年
ー
三
・
六
九
人
と
縮
小
化
の
傾
向
を
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
つ
て
い
る
。
家
族
類
型
上
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
第
3
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
年
（
六
〇
・
二
％
）
、
一
九
六
五
年
（
六
二
・
六
％
）
、
一
九
七
〇
年
（
六
三
・
四
％
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
々
核
家
族
世
帯
の
比
率
が
高
く
な
つ
て
い
る
。
産
業
化
の
高
度
化
に
伴
う
社
会
変
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
て
人
口
は
家
族
構
成
の
面
で
は
世
帯
人
員
を
縮
小
し
核
家
族
化
す
る
こ
と
で
対
応
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
．
こ
の
こ
と
が
日
常
生
活
や
意
識
の
点
で
も
さ
ま
ざ
ま
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
緊
張
を
引
き
起
し
て
い
る
。
生
活
水
準
を
上
昇
さ
せ
生
活
様
式
を
変
え
さ
せ
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
も
あ
る
が
、
世
帯
内
の
扶
養
能
力
度
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
7
　
れ
だ
け
に
既
存
の
就
業
者
が
長
期
に
労
働
に
従
事
し
、
他
の
世
帯
員
が
新
た
に
労
働
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
傷
へ
参
入
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
碑
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
醜
囎
　
価
労
働
力
構
成
に
つ
い
て
、
第
4
表
に
よ
つ
て
年
齢
別
労
働
力
率
の
推
移
を
み
て
み
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
但
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膜
恥
諮
一
五
歳
以
上
人
口
総
数
で
の
労
働
力
率
に
は
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
に
か
け
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抽
人
劫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
幽
任
れ
程
大
ぎ
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、
年
齢
構
成
別
に
は
三
〇
歳
以
下
の
年
齢
層
で
は
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
か
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
わ
人
対
し
て
減
少
し
三
五
歳
～
六
四
歳
迄
の
年
齢
層
で
各
々
確
実
に
増
加
し
て
い
る
の
が
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
『
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
局
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
計
　
さ
れ
る
。
男
性
で
は
、
二
五
歳
～
二
九
歳
層
か
ら
年
々
労
働
力
比
率
が
増
え
て
い
る
。
六
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
統
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
府
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
理
の
歳
以
上
は
男
性
で
は
約
半
分
の
人
が
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
女
性
で
は
一
九
歳
以
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抽
総
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
剛
　
層
で
は
男
性
同
様
に
こ
の
一
五
年
間
に
急
激
に
低
下
し
て
い
る
が
、
二
〇
歳
～
二
四
歳
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
ω
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
　
　
で
は
男
性
と
は
逆
に
着
実
に
労
働
力
化
が
進
み
（
一
九
七
〇
年
で
七
〇
・
六
％
）
、
ま
た
四

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
一
〇
五
九
）
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カ
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橘
”
一
㎝
難
虹
旨
＞
ロ
育
翫
さ
卵
壕
悪
ご
＞
ロ
3
麗
ゆ
。

　
困
言
ω
O
醤
ー
お
嶋
謁
誹
罪
細
『
サ
堂
圖
3
＞
ロ
』
（
蜀
書
命
禽
刈
血
）
　
脇
掴
。

　
器
曹
ω
釦
8
4
瞬
岳
－
1
お
繭
謁
誹
理
釦
『
ぴ
㌣
圖
3
＞
コ
』
へ
器
苫
ミ
禽
一
一
泣
）

q
O
川
。

○
歳
以
上
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
年
齢
層
で
は
著
し
く
増
え
続
け
て
い
る
。
現
在
我
が
国
の
労
働
力
人
口
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は
三
九
％
で
あ
る

け
れ
ど
も
．
今
後
は
社
会
的
・
経
済
的
・
労
働
的
条
件
に
も
よ
る
が
、
も
つ
と
増
加
し
て
い
く
だ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
人
口
構
造
の
変
化
は
、
圃
そ
の
地
域
的
側
面
に
も
示
さ
れ
る
。
産
業
構
造
の
変
化
、
教
育
、
家
族
の
縮
小
化
と
核
家
族
化
、
労
働
移
動
や
地
域

移
動
等
に
影
響
さ
れ
て
人
口
の
地
域
分
布
と
地
域
社
会
に
も
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
の
短
期
間
に
大
き
な
変
化
が
起
つ
て
ぎ
た
こ
と
は
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
土
総
合
開
発
、
市
町
村
合
併
促
進
、
地
域
開
発
と
企
業
進
出
、
首
都
圏
整
備
や
大
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
構
想
、
全
国
総
合
開
発



計
画
等
の
諸
政
策
に
よ
つ
て
も
強
く
影
響
さ
れ
た
が
、
現
代
日
本
の
社
会
構
造
の
構
造
変
化

は
計
画
や
政
策
の
予
測
を
超
え
て
進
展
し
て
い
る
。
全
国
人
口
を
一
〇
〇
と
し
て
南
関
東
地

方
（
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
）
人
口
の
占
め
る
割
合
は
一
九
六
〇
年
の
一
九
二
％
か

ら
一
九
七
〇
年
の
二
三
・
二
％
へ
、
西
近
畿
地
方
（
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
）
の
一
二
・
二
％

か
ら
一
四
・
○
％
へ
、
東
海
地
方
（
愛
知
、
三
重
、
静
岡
、
岐
阜
）
の
一
〇
・
八
％
か
ら
一
マ

四
％
へ
と
、
こ
の
南
関
東
・
西
近
畿
・
東

海
の
三
地
方
で
四
二
・
一
％
か
ら
四
八
・

六
％
と
人
口
の
増
加
集
中
化
が
み
ら
れ

る
。
他
の
地
方
で
は
、
東
北
、
北
陸
、
東

山
、
四
国
、
九
州
の
よ
う
に
こ
の
時
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移

関
し
て
は
人
口
数
も
減
少
し
比
率
も
低
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

下
し
た
。
一
方
で
は
過
疎
現
象
が
進
み
、
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肺

他
方
で
は
巨
大
都
市
や
中
都
市
へ
の
過
密
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

集
中
化
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
第
5
表
も
鋤

こ
う
し
た
一
連
の
変
化
を
示
唆
す
る
都
市

化
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
口

密
度
（
一
キ
・
平
方
メ
1
ト
ル
あ
た
り
）
は

一
九
二
〇
年
に
一
四
六
人
．
そ
の
後
着
実

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

，
る
。
全
国
人
口
を
一
〇
〇
と
し
て
南
関
東
地

め
る
割
合
は
一
九
六
〇
年
の
一
九
・
一
％
か

剋
方
（
京
都
大
阪
、
兵
庫
）
の
一
二
・
二
％

度密口人
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資料：国勢調査

　　（1）東京都の特別区部を1市として計算。

引用1総理府統計局『わが国の人口』（昭和47年11月）。P．22～23．



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
一
〇
六
二
）

に
密
度
は
高
く
な
り
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
に
二
四
二
人
、
一
九
七
〇
年
に
は
二
八
○
人
と
な
つ
て
、
こ
の
表
の
区
分
に
よ
る
な
ら
一
九

七
〇
年
現
在
都
市
人
口
の
割
合
は
七
二
・
二
％
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
変
化
は
特
に
一
九
五
五
年
以
降
急
速
に
引
き
起
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
家
族
生
活
等
を
も
含
め
て
、
今
日
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
つ
い
て
人
々
に
新
た
な
関
心
を
呼
び
起
さ
せ
つ
つ
あ
る
背
景
で
も
あ

る
。　

㈲
　
産
業
構
造
の
変
化

　
産
業
化
は
「
産
業
社
会
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
社
会
の
諸
側
面
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
が
、
そ
れ
は
産
業
主
義
の
導
入
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

う
第
一
次
的
影
響
と
第
二
次
的
影
響
と
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
節
で
は
主
に
そ
の
前
者
に
関
係
す
る
側
面
で
産
業
構
造
の
変
化
ー
技
術
、
産
業
、

職
業
、
経
済
組
織
等
の
変
化
の
間
題
を
主
に
と
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。
産
業
化
は
、
第
一
次
的
に
は
（
i
）
技
術
革
新
と
資
本
投
下
、
（
汁
）
就
業

構
造
、
（
揃
）
組
織
を
め
ぐ
つ
て
展
開
さ
れ
る
。

　
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
以
降
の
わ
が
国
の
人
口
の
年
平
均
の
増
加
率
が
殆
ん
ど
約
一
％
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
国
民
総
生
産
（
G
N
p
）

の
伸
び
率
は
確
実
に
一
〇
％
を
超
え
続
け
る
「
高
度
成
長
」
経
済
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
外
国
か
ら
の
原
料
資
源
、
技
術
、
資
本
投
下
、

人
的
資
源
、
組
織
力
と
に
よ
つ
て
極
め
て
急
速
に
高
度
な
産
業
社
会
化
を
押
し
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
社
会
生
活
の
全
ゆ
る
面
に

圧
力
、
緊
張
、
葛
藤
を
引
き
起
し
つ
つ
あ
る
の
が
実
情
で
も
あ
る
。
人
的
資
源
、
地
域
社
会
、
自
然
環
境
等
を
弱
体
化
し
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
ょ

つ
て
マ
ク
・
な
総
生
産
を
増
大
さ
せ
て
ぎ
た
．
価
値
合
理
性
と
目
的
合
理
性
と
が
ま
さ
に
逆
転
し
て
目
的
合
理
性
が
一
人
歩
き
し
形
式
化
し
化
石

化
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

　
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
に
か
け
て
の
時
期
を
歴
史
的
な
産
業
化
の
過
程
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
か
は
、
今
後
一
層
論
議
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

研
究
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
富
永
健
一
が
生
産
技
術
上
の
特
性
に
着
目
し
て
三
つ
の
段
階
に
区
分
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

　
　
　
（
5
）

興
味
深
い
。
い
ま
、
そ
の
産
業
化
の
三
段
階
の
技
術
的
特
性
を
部
分
的
に
引
用
し
て
お
こ
う
。



　
　
①
第
一
段
階
－
周
知
の
よ
う
に
人
力
、
畜
力
の
使
用
か
ら
動
力
機
械
の
使
用
へ
の
発
展
と
と
も
に
は
じ
ま
亙
依
然
農
業
優
位
の
段
階
だ
が
、
そ
の
も
と
で

　
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
労
働
増
加
の
段
階
、
第
二
次
産
業
労
働
化
の
段
階
で
あ
る
。
熟
練
労
働
者
と
非
熟
練
労
働
者
と
の
間
の
技
術
格
差
が
著
し
い
。
（
日
本
で
は
一
九

　
五
〇
年
代
前
半
ま
で
が
こ
の
段
階
）

　
　
②
第
二
段
階
－
工
作
機
械
お
よ
び
運
搬
装
置
の
自
動
化
に
よ
る
本
格
的
な
大
量
生
産
体
制
の
確
立
に
よ
つ
て
は
じ
ま
る
。
大
量
の
半
熟
練
労
働
者
が
生
産
工

　
程
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
量
的
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
労
働
優
位
の
段
階
だ
が
、
そ
の
も
と
で
の
ノ
ソ
マ
ニ
ュ
ア
ル
労
働
増
加
の
段
階
で
あ
る
。
労
働

　
は
細
分
化
さ
れ
分
業
が
極
端
に
す
す
み
、
生
産
上
の
操
作
は
単
純
で
画
一
化
さ
れ
た
多
数
の
職
務
に
分
解
さ
れ
る
。
労
働
疎
外
の
問
題
を
一
層
生
み
出
し
た
。

　
他
方
、
労
務
管
理
、
技
術
指
導
、
事
務
管
理
、
販
売
、
教
育
お
よ
び
福
利
厚
生
な
ど
の
仕
事
を
膨
大
な
も
の
に
し
、
そ
れ
ら
の
仕
事
を
分
化
さ
せ
管
理
補
助
者

　
で
あ
る
事
務
要
員
の
数
を
飛
躍
的
に
大
き
く
し
た
、
と
い
う
．

　
　
③
第
三
段
階
ー
プ
ゴ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
は
自
動
制
御
装
置
を
組
み
入
れ
た
中
央
集
中
管
理
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

　
シ
ョ
ソ
は
電
子
計
算
機
を
用
い
て
の
事
務
の
自
動
化
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
生
産
工
程
従
事
者
を
直
接
の
生
産
工
程
の
仕
事
か
ら
解
放
し
、
計
器
の
監

　
視
や
保
守
を
か
れ
ら
の
主
要
な
仕
事
と
す
る
方
向
に
す
す
ん
で
き
た
。
ノ
ソ
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
専
門
職
業
化
、
知
識
労
働
化
の
段
階
で
あ
る
。

　
以
上
の
産
業
化
の
三
段
階
の
す
う
勢
は
着
実
に
辿
ら
れ
て
き
た
動
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
産
業
、
職
業
分
野
、
組
織
に
よ
つ
て
並
存

混
在
し
複
雑
な
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
富
永
の
こ
の
区
分
に
従
う
な
ら
、
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
は
そ
の
産
業
化
の
第
二
段
階
に
位

置
づ
け
て
把
握
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
軽
工
業
に
対
す
る
重
化
学
工
業
の
比
重
（
例
え
ば
製
造
業
に
お
い
て
は
生
産
額
に
よ
る
と
、
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

化
学
工
業
は
一
九
四
九
年
の
五
五
・
四
％
か
ら
一
九
六
七
年
の
六
五
・
五
％
、
雇
用
者
構
成
に
よ
る
と
一
九
六
〇
年
に
五
六
・
二
％
、
一
九
七
〇
年
に
六
三
・
二
％
）

が
高
ま
り
生
産
技
術
上
の
諸
変
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
大
企
業
を
軸
に
「
技
術
革
新
」
と
政
府
、
金
融
資
本
、
商
社
等
に
よ
る
資
本
調
達
と
資

本
投
下
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
生
産
技
術
と
科
学
技
術
そ
れ
自
体
は
中
立
的
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
技
術
と
社
会
生
活
と
を
ど
の
よ
う
に
接
合
さ

せ
る
か
と
い
う
「
社
会
技
術
」
の
領
域
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
規
範
や
価
値
の
在
り
方
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
経

済
学
的
、
そ
し
て
社
会
学
的
接
近
が
一
層
要
請
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
次
に
に
9
就
業
構
造
の
変
化
を
産
業
別
と
職
業
別
に
み
て
み
る
。
ま
ず
、
産
業
別
就
業
者
の
動
向
を
み
て
い
く
が
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
一
〇
六
三
）



第6衰産業（3部門）別就業者の推移一192（，年（大正9）～1970年（昭和45）一

産　業 別　就 業　者　数 （千人） 産 業　　別 割　　合 （％）

年　次
総数1） 籠1箋 謹2嚢 麓3嚢 総数1） 誕1箋 謹2嚢 髪3糞

大正9年2） 26，966 14》442 5，576 6，424 100．0 53．6 20．7 23．8

昭和5年2） 29，341 14，490 5，993 8，788 100．0 49．4 20．4 30．0

15年2） 32，231 14，192 8，419 9，403 甲100．0 44．0 26．1 29．2

鉤年3） 35，626 17，208 7，812 10，568 100．0 48．3 21．9 29．7

30年 39，261 16，111 9，220 13，928 100．0 41．0 23．5 35．5

35年． 43，691 14，237 12，764 16，682 100．0 32．6 29．2 38．2

40年 47，610 11，731 15，395 20，465 100．0 24．6 32．3 43．0

45年 52，042 10，066 17，651 24，309 100．0 19．3 33．9 46．7

（注）（11分類不能を含む。（2）全年齢の有業者数。（3，14歳以上の就業者数。

・引用：総理府統計局『わが国の人日』昭和47年11月、61頁。

第7表 産業（3部門）別就業者の増加
　　　　　　　　　　　　　　（△は減少）

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

年　　　　次 就業者
総　　数 第1次産　　業 第2次産　　業 第3次産　　業

増
加
亀
．

昭和25～30年 3，636 △1，097 1，408 37360

数 30～35年 4，430 △1，874 3，544 2，754

（
千
35～40年 3》919 △2，506 2，631 3，783

人
）
40～45年 4．432・ △1，665 2，257 3，844

増 昭和25～30年 10．2 △　　6．4 18．0 31．8

加、 30～35年 11．3 △　11．6 38．4 19．8
率
（ 35～40年 9．0 △　17．6 20．6 22．7
％
） 40～45年 9．3 △　14．2 14．7 18．8

引用；第6表に同じ。

第8表就業者の産業構成の国際比較

国　　名（年次） 就業者総数 第1次産業 第2次産業 第3次産業

イ　ギ　リ　ス（1966）1） 100．0 3．2 45．1 51．7

アメリカ合衆国（1970） 100．0 4．3 32．4 63．3

ペ　ル　ギ　ー（1970） 100．0 4．7 42．8 52．5

ドイッ連邦共和国（1970）2） 100．0 8．9 48．4 42．7

フ　ラ　ン　ス（1970） 100．0 13．7 37．0 49．3

イ　タ　リ　ア（1970） 100．0 19．3 42．5 38．2

ハン　ガリー（1970） 100．0 24．7 43．1 32．2

韓　　　　　国（1968） 100．0 51．8 17．8 30．4

フ　イ　リピン（1965） 100．0 57．4 14．7 27．9

資料：ILO『労働統計年鑑1971年版』による。

　1）北アイルランドを除く。　　2）西ベルリンを含まない。

弓1用：総理府統計局『わが国の人口』（昭和47年11月）　61頁6

五

（
一
〇
六
四
）



で
繰
り
返
し
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
．
第
6
表
、
第
7
表
、
第
8
表
、
第
4
図
を
参
照
．
以
前
よ
り
第
三
次
産
業
の
比
率
が
第
一
次
産
業
に
次
い

で
高
い
が
、
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
の
時
期
に
や
は
り
第
二
次
産
業
を
中
心
と
す
る
産
業
構
造
へ
転
換
し
た
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
同
時

に
（
特
に
一
九
六
五
年
以
降
に
）
、
第
三
次
産
業
の
比
重
が
急
速
に
高
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
第
三
次
産
業
就
業

の
内
部
構
成
推
移
に
関
心
を
向
け
る
と
、
卸
売
・
小
売
業
（
一
九
七
〇
年
で
一
〇
〇
一
四
千
人
）
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
七
六
五
九
千
人
）
、
運
輸
．
通
信
業

　　　　第4図　産業（3部門）別就業者数の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　（大正9年～昭和45年）
（100万人）
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第1次産業

　　　　第3次産業　　　　／
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　」．＿～一ノ／

　　ノ！　　ノ』一＿！／
ニゴノヂ
　　　　第2次産業

25　　　30　　　35　　　40　　　45155
年
昭
和

9
年
状
正

　
　
　
F
D
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
D
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
n
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

八
・
二
％
、
一
九
六
〇
年
ー
六
八
・
七
％
、

紛
人
的
資
源
の
厚
生
と
向
上
の
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
○
％
、

し
、

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

引用：総理府統計局『わが国の人口』昭和47年11月、60頁。

一
九
六
五
年
ー
六
九
・
五
％
、

従
来
家
庭
内
の
家
事
と
さ
れ
た
ω
個
人
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
一
二
・
八
％
、

　
（
…
…
九
千
人
）
等
の
就
業
者
の
比
重
が
高
い
が
、
増
加
率
で
は
不
動
産
業
、

金
融
・
保
険
業
、
卸
売
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
著
し
い
。
第
9
表
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

第
三
次
産
業
内
の
分
類
を
再
編
し
て
集
計
し
た
統
計
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ω

サ
ー
ビ
ス
部
門
（
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
と
修
理
業
に
関
す
る
も
の
で
食
堂
な
ど
の
飲
食

業
、
旅
館
・
下
宿
等
、
洗
た
く
・
洗
張
・
染
物
業
、
理
容
業
・
美
容
業
等
、
衣
服
修
理
・
は
き
も

の
修
理
・
そ
の
他
修
理
、
手
工
業
）
ω
流
通
・
調
整
・
促
進
部
門
（
分
業
に
よ
る
諸
産
業

活
動
を
調
整
促
進
し
て
い
く
も
の
で
卸
売
・
小
売
業
、
金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
、
運
輸
．

通
信
業
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
、
そ
し
て
公
務
が
こ
れ
に
入
る
）
、
⑥
人
的
資
源
の
厚

生
と
向
上
の
部
門
（
医
療
、
保
険
、
清
掃
業
、
教
育
、
娯
楽
、
放
送
、
調
査
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
）
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
構
成
比
の
点
で
は
、
ω
流
通
・
調
整
・
促
進
部
門
が
一
九
五
五
年
ー
六

　
　
一
九
七
〇
年
ー
六
八
・
六
％
と
も
つ
と
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
が
、

一
九
・
四
％
、
一
九
・
五
％
、
二
一
・
四
％
と
増
加
し
続
け
て
い
る
の
に
対

　
　
　
　
　
一
一
・
九
％
、
一
〇
・
九
％
、
一
〇
・
○
％
と
割
合
の
う
え
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
一
〇
六
五
）



（△は減少）
第9表第3次産業就業者数（小分類）の内部構成の推移ぐ1955年～1970年）

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

産　　　　　業

就業者数（千人） 増加数（千人）

1955 1960 1965 1970
1955

　～1960

1960

　～1965

1965

　～1970

第3次産業就業者総数 13，945 16，644 20，613 24，298 2，699 3，969 3，685

（1）サービス

（2）流通・調整・促進

　　　　（i〉公務

　　　　（li）その他

（3）人的資源の厚生と向上

1，790

9，504

1，361

8，143

2，651

1，978

11，435

1，332

10，103

3，231

2，249

14，317

1，484

12，833

4，047

2，431

16，660

1，719

14，941

5，207

　189
1，931

△29

1，960

　580

　271
2，882

　152
2，730

　816

　182
2β43

　235
2，108

1，160

産　　　　　業

増加率（％） 構成比（％）

1955

　～1960
1960

　～1965

1965

　～1970
1955 1960 1965 一

1 970

第3次産業就業者総数 19．4 ．23．8 17．9 100．0 100．0 100．O 100．0

（1）サービス

（2）流通・調整・促進

　　　　（i）公務

　　　　（ii）その他

（3）人的資源の厚生と向上

10．5

20．3

△2．1

24．1

21．9

13．7

25．2

11．4

27．0

25．3

8．1

16．4

15．8

16．4

28．7

12．8

68．2

9．8

58．4

19．O

11．9

68．7

8．0

60．7

19．4

10．9

69．5

7．2

62．3

19．5

10．0

68．6

7．1

61．5

21．4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
一
〇
六
六
）

　
し
ろ
低
下
し
増
加
率
も
相
対
し
て
高
く
な
く
な
つ
て
い
る
。
③
人
的
資
源
の

　
厚
生
と
向
上
の
部
門
と
い
う
第
五
次
的
産
業
就
業
者
は
⑧
の
公
務
を
含
め
て

　
今
後
一
層
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
職
業
別
就
業
者
に
つ
い
て
は
第
m
表
ー
①
②
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
が
、

　
や
は
り
農
林
漁
業
従
事
者
の
減
少
が
著
し
く
、
そ
れ
に
対
し
て
生
産
工
程
従

　
事
者
（
技
能
工
、
単
純
労
働
者
を
含
め
て
の
）
、
事
務
従
事
者
、
運
輸
・
通
信
従
事

　
者
、
サ
ー
ビ
ス
職
業
従
事
者
、
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事
者
等
の
増
加
が

　
目
立
つ
。
し
か
し
、
増
加
率
の
面
で
は
、
一
九
六
五
年
～
一
九
七
〇
年
で
は

　
管
理
的
職
業
従
事
者
が
も
つ
と
む
高
く
、
以
下
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事

　
者
、
サ
ー
ビ
ス
職
業
従
事
者
の
順
と
な
つ
て
お
り
、
一
九
査
五
年
～
一
九
六

　
〇
年
の
期
に
お
け
る
運
輸
・
通
信
従
事
者
、
事
務
従
事
者
、
生
産
工
程
従
事

期
者
等
と
い
う
順
位
と
は
異
な
つ
た
動
向
を
示
し
つ
つ
あ
る
。
更
に
、
販
売
・

と

纐
サ
ー
ビ
ス
層
を
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
、
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
層
の
ど
ち
ら
に

再
引
も
内
容
的
に
は
一
括
し
に
く
い
点
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
仮
に
ホ
ワ
イ
ト
・

と

紬
カ
ラ
ー
層
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
層
、
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
層
、
農
林
漁
業
層
の

劃醐
四
層
に
区
分
す
る
な
ら
（
後
に
再
検
討
）
、
就
業
者
構
成
と
し
て
は
一
九
五
五

　
ー
年
～
一
九
七
〇
年
の
時
期
に
は
や
は
り
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
層
が
農
林
漁
業
層

料資
（
に
代
つ
て
も
つ
と
も
大
き
い
割
合
を
占
め
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、



第10表一①　職業別就業者の推移

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

五
五

〇
六
七

就 業 者　任ノ＼ 構 成 比　　0ザ
職　　業　（大分類）

1955年 196σ年 1965年 197（咋 1955年 1960年 　　　　11965年 197α年

就　業者　総　数　ロ） 39，154 43，691 47，633 52，042 100．O 100．0 101）．Q 100．0

1．専門的・技術的職業従事者 19407 2，137 2，605 3，476 5．0 鰭9 5．5 6．7

H．管理的駄業従事者 809 1，017 1，368 2，045 2．1 2．3 2．9 3．9

皿．∫葬　　　ム　　　従　　　事　　　者 3，393 4，556 6，251 7，286 8．7 10．4、 13．1 14．0

w。販　売　従　事　者 4，185 4，613 5，567 6，246 10．7 10．5 11．7 12．0

V．農林　　緬業従事者 15，844 14，252 11，661 9，990 40．5 32．6 24．5 19．2

M．採鉱　　採石従事者 345 368 219 131 0．9 0．8 0．5 0．3

、1　運愉　　通信従事者 845 1，424 2，038 2，342 2．2 3．3 4．3 4．5

四懲翫備署不呈姻堵お 9，432 12，485 14，470 16，482 24．1 28．6 3〔）．4 31．7

八．保安サービス従事者 430 489 573 654 1．1 1．1 1．2 1．3

X．サービス職業従事者 1，932 2，338 2，849 3，375 4．9 5・4『 6．0 6．5

（注）（1）は分類不能を含む。

　　資料1国勢調査
　　引用作製：ぼ耽・理府統計局r日本の人ロー昭和30年国勢調査の解、，見一と（1％抽出集計結果』昭下旧～fF

　　　　　　⑪同『日本の人ロー昭和35年一』昭和38年

　　　　　　③同『日本の人ロー昭和40年団勢、調杏一』k20％抽出集計糸1，果）昭和45≒

　　　　　　＠同『昭和45年国勢調査、ヨ＼国都道府県別結果速報一（1％抽出集計結果、』昭和46午

　　　　　　　　　　　　　　第m表一②　職業別就業者の推移　　　（千人、％）

1955 1960 1965 1970

計　　（1）
39，154
（100．0）

43，691
（100．0）

47，633
（100．0）

52，042
（100．0）

ホワイト・カラー

　　　　管理

　　　・専　門

　　　　事　務

販売・サービス

　　　｛　　　　販売

　　　　保安・サービス

ブルー・カラー

　　　　採鉱・採石

　　　・運輸・通信

　　　　生産工程

農　林漁　業

　6，142
（15．8）

　　809
（2．1）

　1940（5．o）

　3，393
（8．7）

　6，547
（16．7）

4，185
（10．7）

2，362
（6．0）

10，622
（27。2）

　　345
（0．9）

　　845
（2．2）

9，432
（24礎．1）

15，844
（40．5）

　7，710
（17．6）

　1，017
（2。3）

　2，137
（4．9）

　4，556
（1G．4）

　7，440
（17．0）

4，613
（10．5〉

　2，827
（6．5、

14，277
（32．7）

　　368
（〔）．δ1

1，424
（3．31

12，485
（28．6／

14，252
（32．6）

10，224
（2r．5）

　1，368
（2．9）

　2，605
（5．5）

　6251（1ゑ．1）

　8，989
r18．9）

　5，567
臼！．7）

3，422
（7．2、・

16，727
、δ5．二）

　　219
（0．5）

2，038
（4．3）

14，470
（30．4）

11，661
（24．5）

12，807
（24．6）

　2，045
（3．9）

　3，476
（o。7）

　7286（1毒．O／

10，275
（19．8’1

　6，24δ
（12．の

4，029
（7．8）

18，955
〔36．5）

　　⊥31
（0。3）

2，342
（4．5）

16，482
（31．7）

9，990
（19．2）

注ll）分類不能を含む。

資料：国勢調査



現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
＝
鼎
醤
港
耳
嬬
。
諦
瀞
曽
津
藩
卜
S
甚
虞
ー
一
零
暑
（
胡
哲
§
ー

五
六
　
　
（
一
〇
六
八
）

　
　
（
串
＞
）

冠
一
蕩
誹
惣

ゆ
　
　
鰍
　
　
淋

P　ρ　禽　6　δ　q　δ　雷　ε　る　欝　ρ

＄貫＄爵繭蒔薯遜謡爵藩藩
蝋　1寧轡翠識　　　癖
引　　　　　　．碗　．
譲　κ蚤　郵　隣瑠　　●＃s　　　　メ　感　・与　　　　　　呉

醸　メ呉粛齢，　　職
燐麟懲嵐淋鰍懸淋融泌藩惣

昨
鰍
惣

♂
●
“

一
〇
〇
’
O

お
醤

P白P刈含OG。o一含。oるつω含PP。。
o堕　o》　o　　o堕　o｝　o矯　o堕　o堕　o　　o，　Ou
o60斜ONONO“o刈o刈Ooo卜》o㎝ON。　、O。　QQ●　O●　N》O　O●　一●　o。　GO。　一D　oo　OQ
㎝eNgqe刈9刈900eo9“e．ooeφe，oeO

Pq
8ρ

68
）o

灘
蝉

ω
oo
●
ω

一
〇
〇
。
O

」
■
コ
し“

十

（
騨
）
皿
唾
惣
辟

1声。ω。旨さ蕊ω器濫
　、O　　O　　N　　σ1　ω　　一　　〇　　〇Q　　、ユ　　OQ

つo
ヂbo
9＄
罪う

（
9
）
皿
瞬
憐
惜

麻
o

一
〇
〇
●
O

淋謡

冊針
1　野　o　o　－　O　N　刈　一　切　o
　㎝　　o　　、こ　一　　〇　　くπ　　o　　o　　－　　OQ．

（一
曾る

88
暴繭
既針

切
9
一

一
〇
〇
●
O

淋煎

臨誼
1蜀。N。・5。・さ一曾a
　、ユ　　O　　σ1　“　　N　　QQ　　O　　O　　σ》　O

含刈
卜』
ご認

糠繭
叶滞

1
一
〇
〇
．
O

渇
澤
雌

1　拶　i　l　l　l　鉾　l　l　l　l
　σ》　　　　　　　　　　　　　　　　oo

P刈
5零
）

冴
鍛
疎

田
．
癖

一
〇
〇
・
O

蘇醤（
淋　ε
疎藩
1㎝。。一ま軒湛一謡零
　弟』　　o　　、ユ　　、q　　N　　刈　　o　　命』　　一　　へq

倉刈
野b
eお
灘薦9瀞　　）
雌藩

o
⑩

一
〇
〇
’
O

」
■
＝
1
μ1
ヤ

（
ε
繭
1
謹
疎

ざ　刈　さ　。　o。　。　o。・刈　。　ω
o　　くハ　　o　　σ》　　OQ　　N）　u、　　OQ　　ρ』　　OQ　　ω

o　　Oo　　o　　－　　o　　σ1　　一　　一　　ω　　一　　σ1

（ωσ》ω
σ》一

・　σ》

σ10r
）卜○

罪昏

（
ε
繭
適
瞭

o
q

一
〇
〇
，
O

薄湘藍

加3

■
1
　 曽　一　N　斜　q　“　昏　N　－　o
　N，　o　　σ》　OO　QO　一　　σ》　o　　o　　←‘

（一
鯉闇
ら器

薄湘産

畑ls

o
o

一
〇
〇
●
O

綜1

繭津

O　　σ》　　O　　O　　OO　　くハ　　、ユ　　σ1　00　　N）
N）　co　　σ》　O　　N）　ω　　σ》　σ》　“　　oo　　N

σ）　o　　o　　命・　N）　ω　　o　　繭・　oO　　o　　o

（卜oσ1くρ

oo・D
・　“
かQσ1

）“

劇
副
建

ω
N

一
〇
〇
●
O

罫
器
副

ω　　ω　　bの　　N）　一　　N）　　ω　　、ユ　　弟』　　σ》　　〇

一　　σT　　、q　　一　　σ、　　σ》　　OQ　　ω　　ω　　刈　　σ》

（一
鯉類
じ留

罫
煕
鼠

刈
o

一
〇
〇
，
O

□
繭
1

繭』　　一　　〇　　一　　〇　　〇　　一　　り　　N》　一　　〇

N）　一　　ω　　o　　ω　　へq　　N》　co　　ゆ』　σ》　、こ

含oo
。　o
包N
m
繭

l　P　o　。　o　p　o　o　o　o　o
　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o

8
。
　
O

Q
e

引3溝（
醸惣e
灘欝■



卯8ε厳範麗£覇灘瀦噸螢　　　蚤．粛．

引噸遡呉　　磁耀譜　　瞭

融繍繍繍繍淋

9碓P帥闘8PゲOOo刈①癖ONNり“o
卜己　　　　　　　　　　N　　一

91ドPドジド州PジO　　Hoo恥oo－bO－o
一　　　　　　　　　　ω　　N》　一

Pl曽Pゼρ鰹ρ99けO　　⑩O群OOOO①N㎝
一　　　　　　　　　　　bの

919Pどザドド臼Pドo　　刈o一刈Noo一いo
QQ　　　　　　　　　　　　σ》

91凹口191口←ゐ　　　　ζ》　　　　　　　　　　　　　ω

bQ

91鈎PPP9曽ドPげo　　刈oω｛ONNOGO
一　　　　　　　　　　　一　　ω

9臼99P全鉾合PP9
ooooりNooooo①①

一　　　　　　　　　　　ω　　ω　　一

9ゆP野溌鉾ド999O　　OONoo一㎝刈①ωω

一　　　　　　　　　　　一　　ω

P臼ドBP合8臼8P9
oωNOりN①①o①q

一　　　　　　　　　　　一　　ω　　一

P999トげ9曾鉾9ド
oωqqOo麻一“o①N

一　　“

9鉾曾P曾P鉾鉾鯉ρ9
OObO－oo一ωoo①o

お
曲
問
墨
蕪
十
部
『
罷
園
輔
口
群
①
“
津
緯
藷
隣
麟
暑
劃
隣
鑑
瞭
（
跨
一
囲
鐡
）
』
　
勺
勺
．
q
N
－
㎝
ω
o

第12表　従業員階級別就業状態
　　　　　　　　一1956年（昭和31）、1971年（昭和46）一

実数（千人） 構成 比（％）

1956 1971 1956 1971

総　　　数 39，863 50，630

非　農　林業 23，768 42，345 100．0 100．0

a）　1～4人 7，840 10，160 33．0 24．0

b）5～29人 4，909 8，884 20．7 21．0

c〉30～99人 1，987 4，971 8．4 11．7

d）100～499人 1，519 4，908 6．4 11．5

e）500人以上 3，420 9，294 14．4 21．9

官　　公　　庁 2，998 4，092 12．6 9．7

従業員階級不詳 1，095 34 4．6 0．1

製造業 卸売・小売業 サービス業

1956 1971 1956111 1971 1956 1971

総　　数 7，039 13，794 6，126 9，710 4，262 7，435

a）1～4人 1β25 2，126 3，566 4，087 1，857 2，152

b）5～29人 1，967 2，822 1，491 2，520 657 1，444

c）30～99人 1，042 2，001 301 986 171 787

d）100～499入 890 2，264 181 927 105 653

e）500人以上 1，749 4，559 487 1，168 106 525

官　公　庁 17 11 52 17 1，116 1，864

従業員階級不詳 49 9 48 5 250 10

製造業 卸売・小売業 サービス業

1956 1971 1956 1971 1956 1971

総　　数 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

a）1～4人 18．8 15．4 58．2 42．1 43．6 28．9

b）5～29人 27．9 20．5 24．3 26．0 15．4 19．4

c）30～99人 14．8 14．5 4．9 10．2 4．0 10．6

d〉100～499人 12．6 16．4 3．0 9．5 2．5 8．8

e）500入以上 24．8 33．1 7．9 12．0 2．5 7．1

官　公　庁 0．2 0．1 0．8 0．2 26．2 25．1

従業員階級不詳 0．7 0．1 0．8 0．1 5．9 0．1

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
i
層

資料：総理府統計局「就業構造基本調査報告』

（1〉昭和31年は、卸売・小売業と金融・保険・不動産業との合計である

　（注）自営業主、雇用者等の区別なく、就業者全体について．

五
七
　
　
　
（
一
〇
山
ハ
九
）



　
　
　
現
代
旧
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ヲ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
一
〇
七
〇
）

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
も
確
実
に
増
大
化
を
た
ど
り
、
農
林
漁
業
層
は
急
激
に
後
退
し
劇
的
な
転
換
期
の
渦
に
巻
ぎ
込
ま
れ
、
地
殻
変
動
、
地
す

べ
り
的
変
動
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
基
盤
そ
の
も
の
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
引
き
起
さ
れ
続
け
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
就
業
構
造
の
変
化
は
ど
の
よ
う
な
岡
産
業
組
織
の
も
と
で
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
営
業
主
、
家
族
従
業
者
、
雇
用
者
と
い
う
従

業
上
の
地
位
別
就
業
者
の
推
移
（
国
勢
調
査
）
を
み
る
と
、
自
営
業
主
、
家
族
従
業
者
に
対
比
し
て
、
雇
用
者
の
全
就
業
者
に
占
め
る
割
合
は
一

九
五
〇
年
の
三
九
・
三
％
、
一
九
五
五
年
の
四
五
・
五
％
、
一
九
六
〇
年
の
五
三
・
七
％
．
一
九
六
五
年
の
六
〇
・
八
％
．
一
九
七
〇
年
の
六
四
・

四
％
と
増
え
続
け
立
場
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
営
業
主
、
家
族
従
業
者
、
雇
用
者
の
一
九
五
〇
年
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
二
六
・

一
％
、
三
四
・
三
％
、
三
九
・
三
％
で
あ
つ
た
。
　
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
お
い
て
も
三
二
・
七
％
、
三
四
・
九
％
、
三
二
・
四
％
で
あ
つ
た

の
で
、
そ
の
後
、
戦
中
期
の
変
化
が
強
く
働
い
た
と
は
い
え
一
九
五
〇
年
ま
で
の
二
〇
年
間
そ
れ
程
構
成
に
は
変
わ
り
が
な
か
つ
た
の
が
、
一
九
七

〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
三
％
、
一
六
・
二
％
、
六
四
・
四
％
と
な
り
、
最
近
の
二
〇
年
間
に
著
し
く
雇
用
化
が
進
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
男
女
別
で
も
異
な
り
、
男
性
は
雇
用
者
が
多
く
女
性
は
相
対
し
て
雇
用
者
に
次
い
で
家
族
従
業
者
の
割
合
が
高
い
。
ま
た
、

産
業
別
に
よ
つ
て
も
著
し
く
異
な
為
。
第
n
表
参
照
。
自
営
業
主
、
雇
用
者
と
区
分
し
て
も
詳
細
に
み
る
な
ら
、
自
営
業
主
ー
雇
用
者
の
有
る
業

主
。
雇
用
者
の
無
い
業
主
、
内
職
者
に
、
雇
用
者
ー
役
員
、
一
般
常
雇
、
臨
時
雇
．
旦
雇
の
よ
う
に
複
雑
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
現
在
で
、
各
々

の
割
合
こ
そ
小
さ
い
が
、
内
職
者
七
八
万
八
千
人
、
臨
時
雇
一
五
六
万
八
千
人
、
旦
雇
八
九
万
二
千
人
も
就
業
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は

製
造
業
や
建
設
業
に
も
つ
と
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
臨
時
雇
、
旦
雇
、
内
職
者
の
三
者
の
全
就
業
者
に
占
め
る
小
計
は
三
二
四
万
六
千
人

（
六
・
五
％
）
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

　
更
に
非
農
林
業
就
業
者
に
つ
い
て
、
自
営
業
主
、
家
族
従
業
者
、
雇
用
者
の
別
な
く
事
業
所
の
従
業
員
階
級
別
就
業
状
態
の
変
化
を
第
1
2
表
に
よ

つ
て
み
て
み
る
。
全
体
と
し
て
は
、
一
～
四
人
の
従
業
員
規
模
の
零
細
企
業
で
働
く
就
業
者
の
割
合
は
減
じ
、
他
の
企
業
規
模
で
の
割
合
が
一
様
に

増
加
し
て
お
り
、
特
に
五
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
の
割
合
が
一
九
五
六
年
ー
一
四
・
四
％
か
ら
一
九
七
一
年
ー
一
二
・
九
％
に
増
加
し
て
い
る
の



が
目
立
つ
。
五
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
で
働
く
就
業
者
の
割
合
が
こ
の
時
期
に
高
く
な
つ
て
い
る
が
、
三
〇
人
以
下
の
小
・
零
細
企
業
の
小
計
は
五

三
・
七
％
か
ら
四
五
・
○
％
に
、
三
〇
～
四
九
九
人
の
中
小
企
業
で
は
一
四
・
八
％
か
ら
二
三
・
二
％
に
と
推
移
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
小
・
零
細
企
業

の
比
重
が
相
対
し
て
依
然
高
い
け
れ
ど
も
中
小
企
業
規
模
の
割
合
が
大
き
く
な
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
農
林
・
非
農
林
の
別
な
く
雇
用
者
（
一

九
五
六
年
－
一
七
七
〇
三
千
人
、
一
九
七
一
年
⊥
二
三
六
五
二
千
人
）
の
従
業
員
階
級
別
就
業
状
態
は
、
三
〇
人
以
下
が
三
六
・
六
％
か
ら
三
〇
・
四
％
に
、
三

〇
～
四
九
九
人
の
中
小
規
模
で
は
二
〇
・
○
％
か
ら
二
九
・
三
％
に
、
五
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
規
模
で
は
一
九
・
三
％
か
ら
二
七
・
六
％
、
官
公
庁

そ
の
他
は
二
三
・
○
％
か
ら
二
七
・
六
％
と
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
産
業
組
織
の
三
重
層
構
造
的
側
面
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

動
向
の
も
と
で
、
同
時
に
組
織
の
拡
大
、
集
中
化
、
官
僚
制
化
、
管
理
職
の
増
加
、
経
営
革
新
、
組
織
の
系
列
化
、
チ
ェ
ー
ソ
化
等
が
進
め
ら
れ
た
。

　
以
上
に
よ
つ
て
O
O
技
術
革
新
と
資
本
投
下
、
㈲
就
業
構
造
、
㈹
産
業
組
織
に
限
つ
て
も
産
業
構
造
に
注
目
す
べ
き
変
化
が
引
ぎ
起
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
や
は
り
産
業
化
の
第
一
次
的
影
響
と
し
て
労
働
市
場
と
労
働
運
動
の
動
態
に
つ
い
て
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
＠
　
労
働
市
場
と
労
働
運
動

　
こ
れ
ら
の
動
態
は
、
主
に
労
働
経
済
学
、
労
使
関
係
論
、
労
働
法
、
社
会
政
策
学
等
に
も
関
係
す
る
領
域
で
あ
り
、
ま
た
筆
者
自
身
の
用
意
も

不
充
分
で
あ
る
の
で
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

　
労
働
市
場
は
一
つ
に
は
労
働
移
動
の
分
析
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
。
労
働
移
動
（
喜
a
馨
藝
身
）
は
、
大
き
く
①
既
存
労
働
力
の
移
転
ー
自
営
業

主
や
家
族
従
業
者
の
雇
用
労
働
力
化
、
失
業
者
の
就
業
化
、
雇
用
労
働
者
の
転
職
の
三
つ
の
動
き
ー
、
②
新
規
労
働
力
の
労
働
市
場
へ
の
流
入
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
二
つ
に
分
け
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
の
時
期
に
お
け
る
産
業
構
造
の
急
激
な
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

化
は
労
働
力
需
給
（
労
働
移
動
）
に
も
変
化
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
①
は
離
職
と
入
職
、
②
は
入
職
に
よ
つ
て
表
わ
さ
れ
る
。
離
職
率
は

全
体
と
し
て
は
戦
後
の
混
乱
期
に
著
し
く
高
く
、
以
後
下
降
を
た
ど
つ
た
が
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
上
下
し
て
い
る
が
、
三
〇
％

を
前
後
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
産
業
に
よ
つ
て
異
な
り
、
下
降
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
建
設
業
で
も
つ
と
も
高
く
（
一
九
七
〇
年
で
五

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ド
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
一
〇
七
騨
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
（
一
〇
七
二
）

九
．
二
％
）
、
電
気
ガ
ス
水
道
業
で
は
比
較
的
低
い
（
一
四
・
四
％
）
。
規
模
別
に
は
三
〇
～
九
九
人
の
規
模
の
離
職
率
が
も
つ
と
も
高
く
、
五
〇
〇

人
以
上
の
規
模
で
も
つ
と
も
低
い
。
し
か
し
、
五
〇
〇
人
以
上
の
規
模
で
は
一
九
六
〇
年
の
一
八
・
六
％
か
ら
一
九
七
〇
年
の
二
四
・
一
％
へ
と

増
加
し
、
逆
に
五
～
二
九
人
の
規
模
で
は
三
三
・
六
％
か
ら
二
七
・
五
％
と
減
少
し
て
い
る
。
入
職
率
は
当
然
全
体
と
し
て
離
職
率
を
上
ま
わ
り

入
職
超
過
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
毎
月
勤
労
統
計
」
の
産
業
別
で
は
鉱
業
、
そ
し
て
最
近
で
は
電
気
ガ
ス
水
道
、
製
造
業
で
負
の
入
職
超
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

率
を
示
し
て
い
る
。
入
職
動
向
に
つ
い
て
は
、
女
子
入
職
の
増
大
と
入
職
者
の
高
齢
化
、
転
職
者
と
新
規
学
卒
者
の
入
職
の
増
大
（
特
に
小
規
模
の

事
業
所
で
は
前
者
、
大
規
模
の
事
業
所
で
は
後
者
の
割
合
が
高
ま
つ
て
い
る
、
そ
し
て
転
職
者
は
若
年
層
程
高
い
）
が
み
ら
れ
る
。
職
業
間
移
動
で
は
、
転
職

に
ょ
つ
て
職
業
自
体
を
あ
ま
り
変
え
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
相
対
し
て
生
産
労
働
者
、
事
務
従
事
者
の
場
合
に
同
職
率
が
高
い
が
、
販
売
従
事
者

で
は
他
職
業
へ
の
適
応
性
が
強
い
。
地
域
間
移
動
に
つ
い
て
は
、
労
働
力
の
集
中
傾
向
が
強
い
南
関
東
、
東
海
お
よ
び
京
阪
神
に
お
い
て
も
最
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

流
入
の
度
合
に
は
停
滞
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
入
職
経
路
は
学
校
と
職
安
に
よ
る
も
の
が
五
割
程
度
と
変
化
が
な
い
の

に
、
縁
故
に
よ
る
事
例
が
減
り
、
広
告
・
貼
紙
な
ど
の
事
例
が
多
く
な
つ
て
い
る
。

　
産
業
構
造
の
変
化
、
人
口
構
造
の
変
化
、
教
育
の
発
達
等
は
相
互
に
関
連
し
て
労
働
力
と
し
て
の
婦
女
子
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働
市
場
に
吸

収
し
て
い
く
。
家
族
・
家
庭
の
一
つ
の
重
要
な
機
能
で
あ
る
労
働
力
の
再
生
産
機
能
は
、
従
来
は
生
産
、
消
費
、
労
働
力
再
生
産
が
主
に
「
家
」
・
家

庭
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
後
は
ま
す
ま
す
分
化
し
相
互
に
切
り
離
さ
れ
て
き
た
動
向
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
理
解
さ
れ
る
。
女
性
が
ま
す

ま
す
労
働
市
場
に
参
入
し
て
い
く
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
労
働
力
の
再
生
産
、
潜
在
的
次
期
労
働
力
の
再
生
産
、
そ
し
て
家
事
労
働
力
の
再
生
産

を
家
庭
の
中
で
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
弾
力
的
、
統
合
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
間
題
を
提
起
さ
せ
て
く
る
。
家
事
労
働
の
改
善
と
機
械

化
、
家
事
労
働
や
育
児
・
教
育
の
社
会
化
、
家
族
員
の
縮
小
化
と
核
家
族
化
、
意
識
の
変
化
等
の
諸
条
件
に
よ
つ
て
家
族
の
側
か
ら
は
労
働
市
場
に
参

入
し
易
い
状
況
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
が
、
裏
返
し
に
み
れ
ば
生
活
水
準
や
生
活
様
式
が
著
し
く
変
化
す
る
一
方
、
他
方
で
は
既
存
の
労
働
市

場
の
も
と
で
は
家
族
・
家
庭
の
生
計
能
力
、
扶
養
能
力
が
弱
化
し
家
族
員
へ
の
負
担
が
加
重
拡
散
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
激
し



い
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
下
に
あ
つ
て
家
族
や
個
々
人
は
緊
張
に
さ
ら
さ
れ
解
体
（
募
。
韻
畳
N
鋒
9
）
に
陥
り
易
い
。
こ
う
し
た
動
き
が
．
　
一
般
に

男
性
の
経
済
手
段
獲
得
の
役
割
も
沈
下
し
「
父
親
不
在
」
が
い
わ
れ
る
遠
因
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
し
、
広
く
人
々
の
平
等
性
、
独
立
性
、
自

律
性
の
達
成
過
程
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

　
女
子
が
比
較
的
に
進
出
し
て
い
る
職
業
の
特
徴
は
、
①
「
家
族
の
中
の
分
業
関
係
で
女
性
の
担
う
任
務
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
類
似
し
た
性
格

を
も
2
、
②
「
資
格
が
比
較
的
客
観
化
さ
れ
て
い
る
職
業
」
（
教
員
採
用
試
験
、
司
法
試
験
、
公
務
員
試
験
、
そ
の
他
の
国
家
試
験
等
を
通
じ
て
）
、
③

「
時
間
的
拘
束
の
少
な
い
職
種
」
（
ω
絶
対
的
に
労
働
時
間
が
少
な
い
、
㈹
労
働
時
間
操
作
の
容
易
で
あ
る
、
圃
育
児
期
間
の
間
職
業
活
動
を
中
断
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

も
と
の
職
種
に
復
帰
す
る
の
を
容
易
な
ら
し
め
る
職
種
）
に
見
い
出
さ
れ
る
。
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
の
時
期
に
お
け
る
女
性
の
就
業
状
況
の
特

徴
を
、
わ
れ
わ
れ
は
第
5
図
、
第
1
3
表
に
よ
つ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
サ
ー
ビ
ス
職
業
従
事
者
、
農
林
・
漁
業
従
事
者
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
依
然
高
い
が
、
最
近
の
動
向
と
し
て
は
事
務
従
事
者
や
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事
者
へ
の
進
出
が
注
目
さ
れ
る
。

　
労
働
運
動
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
労
働
組
合
の
動
態
と
い
う
こ
と
で
組
合
数
、
組
合
員
数
の
動
き
を
あ
げ
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
単
位
労
働
組

　
（
1
5
）

合
数
は
一
九
五
五
年
に
三
二
〇
一
二
、
一
九
七
〇
年
に
六
〇
九
五
四
、
組
合
員
は
そ
れ
ぞ
れ
約
六
一
六
万
六
千
人
、
一
一
四
八
万
一
千
人
で
各
々
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

加
し
て
い
る
が
、
対
前
年
増
加
率
は
一
様
で
な
い
。
雇
用
者
に
対
す
る
組
合
員
の
割
合
ー
推
定
組
織
率
は
三
一
％
か
ら
三
五
％
内
を
上
下
し
て
ほ
ぼ

変
化
が
な
い
。
一
九
七
〇
年
で
は
雇
用
労
働
者
約
三
二
〇
〇
万
人
の
三
五
％
が
組
合
員
と
な
つ
て
い
る
が
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
五
年
間
組
織
率
に

殆
ん
ど
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
従
業
員
階
級
の
企
業
規
模
別
の
推
定
組
織
率
は
一
九
六
九
年
現
在
で
五
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
で
六
三
・

○
％
と
圧
倒
的
に
高
く
、
一
〇
〇
～
四
九
九
人
の
中
企
業
で
三
五
・
五
％
、
三
〇
～
九
九
人
の
小
企
業
で
九
・
八
％
、
三
〇
人
未
満
の
小
・
零
細
企
業

で
四
・
九
％
と
な
つ
て
い
る
。
産
業
別
に
み
る
な
ら
、
全
組
合
員
数
に
占
め
る
産
業
別
組
合
員
数
の
割
合
は
一
九
七
〇
年
で
製
造
業
ー
三
八
・
六
％
、

運
輸
・
通
信
業
－
一
七
・
五
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
－
二
・
四
％
、
公
務
ー
一
〇
二
％
、
金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
－
六
・
九
％
等
の
順
と
な
つ
て
お
り
、
推

定
組
織
率
で
は
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
－
七
八
・
○
％
、
公
務
ー
七
三
・
三
％
、
運
輸
・
通
信
業
－
六
四
・
二
％
、
金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
ー
六
丁
七
％
、

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
ラ
ー
摺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
一
〇
七
三
）



第13表　女子の職業別就業者

境
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
i
層

職　　業　（大分類） 女子就業者 女子就業者の割合（％）

1955年 1960年 1965年 1970年 1955年 1960年 1965年 1970年

就業者総数　（1） 15，307 17，081 18，606 20，348 39．1 39．1 39．1 39．1

1．専門的・技術的職業従事者 598 757 959 1，286 30．8 35．4 36．8 37．0

H．管理的職業従事者 22 44 70 99 2．7 4．3 5．1 4．8

皿．事　　務　　従　　事　　者 1，153 1，682 2，752 3，594 34．0 36．9 44．0 49．3

W．販　　売　　従　　事　　者 1，646 1，922 2，452 2，650 39．3 41．7 44．0 42．4

V．農林・漁業従事者 7，924 7，367 6，000 5，310 50．0 51．7 51．5 53．2

U．採鉱・採石従事者 23 27 13 7 6．7 7．3 5．9 5．1

W．運輸・通信従事者 33 185 253 232 3．9 13．0 12．4 一9．9

四腰灘麟醜縦事者お 2，473 3，413 4，093 4，883 26．2 27．3 28．3
』
2 9．6

D（．保安サービス従事者 2 5 5 9 0．5 1．0 0．9 1．4

X．サービス職業従事者 1，433 1，674 1，988 2，268 74．2 71．6 69．8 67．2

第5図　性別年齢別労働力率の推移

　　　　　　　　　（1955年～1970年）

　　　虜一一』’一じ一 　　…価＼
　　　　　　　　　（男）　　　　　獣、

　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
●
敵

疹1ミ＼、＼
（女）・・＼

　　　嵐
　　　、

　
　
　
　
ン

　
　
　
　
リ

　
　
起
し

／
’
　
，
－

　
　
　
、
汐
’

　
　
　
　
　
ノ

　　　　　1955年

一一一1960年

一。一1970年

　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0

　
9
8
7
6
5
4
3
2
1

四
・
○
％
と
な
つ
て
い
る

か
ら
一
二
・
三
％
も
減
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
）
。

15　　　20　　　25　　　30　　　35　　　40　　　45　　　50　　　55　　　60　　　65

1　～　l　l　l　l　l　l　l　～　才
19　　　24　　　29　　　34　　　39　　　44　　　49　　　54　　　59　　　64　　　以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
才才才才才才才才才才上会　　　　　　　　　　　　　　　　（注）第4表を参照

注　（1｝は分類不能を含む

資料　第10表①に同じ。

％
㎜

（
一
〇
七
四
）

鉱
業
五
丁
七
％
、

製
造
業
ー
三
八
・

六
％
の
順
と
な
つ

　
　
（
1
7
）

て
い
る
。
ま
た
、

主
要
組
織
団
体
別

構
成
で
は
、
一
九

七
〇
年
で
総
評
三

六
・
九
％
、
同
盟

一
七
・
七
％
、
新

産
別
○
・
六
％
、

中
立
労
連
一
二
・

一
％
、
・
そ
の
他
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
評
は
構
成
比
に
関
ず
る
限
り
一
九
五
五
年
の
四
九
・
二
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
活
動
と
闘
争
を
通
じ
て
労
働

者
の
労
働
条
件
と
生
活
を
維
持
向
上
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
運

動
が
固
定
化
し
制
度
化
・
ゲ
ー
ム
化
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
現
に
展
開
さ
れ

て
き
た
社
会
構
造
と
生
活
環
境
の
新
た
な
変
化
に
労
働
運
動
、
社
会
運
動
が
ど
の

よ
う
な
内
容
と
方
向
を
も
ち
得
る
の
か
は
今
日
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。



第14表教育の普及（％）／1895年（・明治28）～1970年（昭和45）一／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は実数（千入

生産年齢人口 不就学者
初等教育

修了者
中等教育

修了者
高等教育

修了者
100．0

明治28年（1895）
（22，790） 84．1 15．6 O．2 0．1

38年（1905〉 　1000て24，3ラ0） 57．3 41．6 0．9 0．2

大正14年（1925） 　100．0
（32，930） 20．0 74．3 4．9 0．8

昭和10年（1935） 　100．O
（40，491） 11．8 79．1 7．6 1．5

15年（1940） 　100．0
（42，102）

8．2 80．8 9．2 1．7

25年（1950） 　100．0
（49，667）

2．1 80．7 14．3 2．9

30年（1955） 　100．0
（54，728）

0．9 76．2 19．0 4．0

（引用）　明治28年～大正14年は、文部省『日本の成長と教育』（昭和37年）、PP．58－59。，

　　　昭和10年～30年は、文部省r昭和45年度、わが国の教育水準』PP．239による。

注（1L生産年齢人口については、明治28年～大正14年は、15歳～54歳、昭和10年～30年

　　　は15歳～64歳で計算。生産年齢人口は在学者をも含む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　1飢　「不就学者」の数は、生産年齢入口と各教育段階別卒業者の合計との差である。

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

15歳以上人口 未就学者
卒　　　業　　　者

在学者
総　　数

小学・高
小・新中

旧中
新　　高

短大・高
専・大学

昭和35年（1960）

　　45年（1970）

65，352（千人）

78，605

1，432

　579

59，128

70，947

41，192

40，646

14，517

23，653

3，418

6，610

4，781

7，080

昭和35年（1960）

　　45年（1970）

100．O％

1ρ0・0

2．2

0．7

90．5

90．3

63．0

51．7

22．2

30．1

5．2

8．4

7．3

9．0

　
　
⑥
教
育
の
発
違

　
　
階
級
・
階
層
構
造
の
変
化
に
影
響
を
与
え
た
外
生
的

　
変
数
と
し
て
教
育
の
発
達
と
い
う
要
因
を
見
落
す
こ
と

　
が
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
産
業
構
造
の
変

　
化
、
人
口
構
造
の
変
化
、
労
働
市
場
と
労
働
運
動
の
動

　
態
等
と
相
互
規
定
的
な
関
連
の
中
で
把
握
さ
れ
る
。
こ

49

こ
で
は
、
教
育
の
発
達
を
め
ぐ
つ
て
ω
教
育
の
普
及
と

P7・

高
等
教
育
、
に
の
教
育
機
会
の
動
向
、
㈹
新
規
卒
業
者
の

　Rー
就
職
に
つ
い
て
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
の
動
ぎ

明肉
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

肘翫
　
ま
ず
、
O
の
教
育
の
普
及
と
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
第

恥
1
4
表
、
第
1
5
表
に
よ
つ
て
そ
れ
ら
の
推
移
を
た
ど
る
こ

人
励
と
が
で
ぎ
る
。
教
育
の
普
及
を
示
す
デ
ー
タ
に
関
し
て

が
防
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
以
降
と
い
う
時
点
に
さ

局
計
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
実
に
驚
く
べ
き
変
化

統府
理
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
を
知
る
。
不
（
未
）
就
学
者
の
割

総
胸
合
は
い
ま
や
○
．
七
％
で
あ
り
（
だ
が
、
実
数
で
は
五
七
万

　
ー
九
千
人
）
、
初
等
教
育
修
了
者
の
割
合
は
昭
和
一
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
一
〇
七
五
）



第霊5表　高等教育（在学者数）の推移、（1955年一1970年）

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

高　　　　等　　　　教　　　　育

各種学校
後期中等

教　　　育計 大　　学 短大・高専 大学院 通信教育（大・短大）

1955（昭30）

1960（昭35）

1965（昭40）

1970（昭45），

686，979人

785，687

1197，455

1848，093

513，181人

610，687

909，102

1365，564

77，855人

83，457

169，771

307，533

10，174人

15，734

28，454

40，957

85，769人

75，809

90，128

134，039

958，292人

1239，621

1383，712

1352，686

2597，475

3291β59

5188，725

4379，439

1955年 100．0 100．0 100．0 10Q．0 100．0 100．0 100．O

1960 114．4 119．0 107．2 154．6 88．4 129．4 126．7

1965 174．3 177．2 218．1 279．7 105．1 144．4 199．8

1970 269．0 266．1 395．0 402．6 156．3 141．2 168．6

人口千人あ 該当年齢人口に占める割合 該当年齢人口に占める割合

たり高等教
年齢人口 大学・短大・高専 年齢人口 後期中学教育

育在学者 （18～21歳） 在学者の比率 （15～17歳） 在学者の比率

1955年 7．6人 6897，900人 8．6％ 5007，700人 51．9％

1960 8．4 7014，197 9．1 5452，113 60．4

1965 12．1 7195，142 15．0 7099，867 73．1

1970 17．8 8405，600 19．9 5121，200 85．5

資料）文部省「学校基本調査報告書」、「教育統計資料集J（累年編

　　　総理府統計局「国勢調査’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
一
〇
七
六
）

（
一
九
四
〇
）
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
を
ピ
ー
ク
に
下
降
化
を

示
し
、
そ
の
ピ
！
ク
は
中
等
教
育
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
高
等
教
育
修
了

者
は
一
九
七
〇
年
の
時
点
に
八
・
四
％
と
な
り
一
九
三
五
年
か
ら
一

九
四
〇
年
に
か
け
て
の
中
等
教
育
修
了
者
の
割
合
の
水
準
に
達
し
つ

つ
あ
る
。
そ
し
て
、
高
等
教
育
在
学
者
数
は
一
九
七
〇
年
に
約
一
八
四

万
人
で
あ
り
、
一
九
五
五
年
と
対
比
し
て
三
倍
弱
と
な
つ
て
い
る
。

該
当
年
齢
人
口
に
占
め
る
大
学
・
短
大
・
高
専
在
学
者
の
割
合
は
一

九
五
五
年
の
八
・
六
％
が
一
九
七
〇
年
に
は
一
九
・
九
％
、
す
な
わ
ち

約
五
人
に
一
人
の
割
合
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
を

一
〇
〇
と
し
て
指
数
化
し
た
場
合
、
こ
の
一
五
年
間
に
も
つ
と
も
高

い
伸
び
を
示
し
た
の
は
大
学
院
で
あ
り
、
次
い
で
短
大
・
高
専
、
大
学
、

通
信
教
育
（
大
学
・
短
大
）
の
順
で
あ
つ
た
。
こ
の
間
に
如
何
に
急

速
に
高
等
教
育
が
拡
大
普
及
し
た
か
を
知
る
だ
ろ
う
。
高
等
教
育
は

産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
、
か
つ
統
合
化
さ
れ
つ
つ
産
業
社
会
に

飛
躍
的
に
知
識
と
技
術
、
人
材
と
労
働
力
を
供
給
し
続
け
て
き
た
。
そ

れ
に
対
し
て
現
在
ま
で
教
育
へ
の
「
産
業
社
会
」
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
・

イ
ソ
プ
ッ
ト
が
貧
弱
で
閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
学
校
教
育
は
、
近
代
目
本
社
会
に
お
け
る
学



第16表　私立の占める割合（学校数、在学者数）一1955年～1970年一

学　　校　　数　　（1） 在　学　者　数　（1）
1

高　　校 大　　学 短　　大 高　校 大　　学 短　　大

1950年

1955

1960

1965

1970

4，292

4，607

4，598

4，849

4，798

201

228

245

317

382

149

264

280

369

479

1935，118人

2592，001

3239，416

5073，882

4222，840

224，923

523，355

626，421

937，556

1406，521

15，098

77，885

83，457

147，563

263，219

私立の占める割合（％）
　　（学校数）

私立の占める割合（％）
　　（在学者数）

高　　校 大　　学 短　　大 高　　校 大　　学 短　　大

1950年

1955

1960

1965

1970

20．5

19．4

22．2

24．6

25．5

52．2

53．5

57．1

65．9

71．7

88．6

77．3

76．3

81．6

86．4

15．5

19．7

28．7

32．8

30．3

60．6

59．7

64．4

70．5

74．4

86．6

81．1

78．7

85．3

90．1

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

注（1）国・公・私立の合計。

（資料）文部省「日本の教育統計（明治～昭和）」（昭和46年4月）、同「教育統計資料集（累年編）」・（昭和45
訟
部
銅
年
）
、
大
学
数
で
全
体
で
は
東
京
都
二
六
・
七
％
、

　
　
年

歴
偏
重
と
学
閥
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
つ
て
補
充
お
よ
び
上
昇
（
立
身
出
世
）
に

と
つ
て
の
中
心
的
な
機
能
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
形
成
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

連
の
動
き
の
中
で
、
今
日
高
等
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
教
育
の
普
及
と
高
等
教
育
の
全
体
的
な
す
う
勢
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、

次
に
6
⇒
教
育
を
受
け
る
側
に
と
つ
て
の
教
育
機
会
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て

き
た
の
か
の
問
題
を
検
討
す
る
。
一
九
五
五
年
～
一
九
七
〇
年
の
急
速
な
高
等

教
育
の
拡
大
は
、
学
校
数
お
よ
び
在
学
者
数
の
点
で
共
に
主
と
し
て
私
立
に
よ

つ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
第
16
表
に
明
ら
か
で
あ
る
。
大
学
に
お
け

る
本
務
教
員
一
人
あ
た
り
の
学
生
数
は
一
九
七
〇
年
で
国
立
八
・
四
人
、
公
立

九
・
四
人
、
私
立
三
〇
・
七
人
と
、
や
は
り
私
立
に
お
い
て
も
つ
と
も
多
く
、

し
か
も
年
々
多
く
な
つ
て
き
て
い
る
。
大
学
の
関
係
学
科
別
学
生
数
の
推
移
で

は
、
工
学
の
一
九
五
六
年
コ
一
丁
八
％
か
ら
一
九
七
〇
年
二
一
・
一
％
の
増
加

が
も
つ
と
も
著
し
い
が
、
理
学
は
一
・
九
％
か
ら
三
・
一
％
に
と
ど
ま
り
、
ま

た
人
文
・
社
会
科
学
は
五
四
・
八
％
か
ら
五
四
・
三
％
と
依
然
変
化
な
い
。
大

学
本
部
の
所
在
地
に
よ
る
区
分
に
も
と
づ
く
地
域
別
構
成
を
み
る
と
（
一
九
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
大
府
県
（
神
奈
川
、
愛
知
．

京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
）
三
五
・
五
％
、
そ
の
他
三
七
・
八
％
で
あ
る
の
に

対
比
し
て
、
私
立
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
二
・
○
％
．
三
七
・
七
％
、
三
〇
・
二
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
一
〇
七
七
）



第17表　高等教育機関在学者の出身階層（国際比較）

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

日 本一1965（1970）一 フ　ラ ン　ス （1963年）

学生出身階層 40～50歳
男子職業

1954年既婚男
子職業

醐醐 1Q．1（12。0） 9．5 癬鱗｝ 28．8 5．1

個人営業
勤　労者

22．7（19．3）

52．2（55．6）

16．2

46．5

嵩少倉業埜営｝
18．4 15．7

職　員 29．7 20．4
サービス業者 1．1 1．6

労務者 22．5 26．1
中級管理職 19．2 5．9

農林水産業 9．8（9．6） 23．3 一般事務
8．2 8．1

そ　の　他 5．2（3．6） 4．5
牧師、警官、
軍人

7・β 2．0

職工労務者 8．7 37．6

自営農業主 7．2 18．9

農業従事者 0．6 5．1

西 ド　ィ　ツ　（1962） イ　ギ リ　ス（1962）

40～50歳 1951年度有業
有業人口 人口

皇鱒｝

高級官吏
管理職者

聡葦顯吏｝

31．2

32．8

30．0

1．5

9．9

2．5

27．9

高度専門職

蕃響羅

事務職
熟練労働者

18

41

11｝

　7

’
1
7
5
3

熟練工・半熟練
労務者 32．0

半熟練労働者

未熟練労働者 6
1

17

6 ；
『

未熟練工 8．9 不　　　明 4
自営農業主

6．0
4．7

農業従事者
8．8

そ　の　他 3．8

　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
噌
〇
七
八
）

　
　
　
　
　
そ
し
て
学
生
数
で
は
全
体
で
四

　
　
　
　
　
四
二
％
、
三
四
・
二
％
、
二
一

　
　
　
　
コ

　
　
　
　
告
・
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
私

　
　
　
　
報

　
　
　
　
査

　
　
　
　
調
立
で
は
（
一
一
〇
二
七
〇
五
人
）

　
　
　
　
活

　
　
　
　
牲
五
三
・
七
％
、
三
五
・
○
％
、

　
　
　
　
学

　
　
　
　
嵐
一
一
．
三
％
と
な
つ
て
お
り
、

　
　
乱
　
曄

　
　
隷
　
秘
特
に
私
立
の
東
京
都
、
六
大
府

　
・
劃
　
昭
　
　
　
　
　
　
（
把

　
る
調
　
　
　
県
へ
の
集
中
が
著
し
㌧
　
東
京

　
よ
　
　
　
　
省

　
こ
の
　
　
5

慧
磁
都
の
学
生
の
う
ち
、
（
昼
間
だ
け

応
胴
曲
㍍
憶
に
限
つ
て
も
）
、
，
約
六
〇
％
か
ら

作
究
E
よ
、

磁
線
顧
七
。
鰭
地
方
か
ら
の
上
京
者

謙
加
郷
翫
で
あ
る

活
立
　
　
組
白

生
国
㎞
術
活
　
学
生
の
出
身
階
層
を
第
17

生
・
h
学
生

彫
縮
㎜
浄
駅
表
、
第
1
8
表
に
よ
つ
て
み
て
み

省
文
C
教
　
、

部
　
　
　
　
　
版
　
　
　
、

文
ス
ス
ッ
年
る
と
　
職
業
分
類
が
さ
ま
ざ
ま

　
ン
リ
ィ
4
4

躰
万
耀
酊
駒
で
一
定
で
な
い
の
で
比
較
し
に

L
　
　
　
　
　
．
ー

ー
　
　
　
）
く
い
が
、
我
が
国
の
場
合
に
は

考
　
　
　
　
　
用

備
　
　
　
　
釧
学
生
出
身
階
層
に
勤
労
者
が
約



第18表　家庭の所得階層別学生割合（％）

年

＼設置者別

国　立 公　立 』私　立 計

哩
1

所得階層

1 19．7 12．6 6．4 11．1

36 II 20．2 16．6 9．2 13．2

年 皿 15．4 16．4 12．3 13．5

度 w 18．5 21．き 19．2 18．9

V 26．2 33．1 52．9 43．3

1 23．3 14．3 7．8 12．6

40 H 19．1 19．4 10．1 　12，9
ξ

年 m 17．9 17．3 12．9
勾
　 14．6 』

度 w 18．2 20．8 20．7 20．1

V 21．5 28．2 48．5 39．8

1 17．3 10．9 5．8 8．6

45 H 13．9 11．2 6．1 8．0

年 m 17．7 17．0 13．3 14．5

度 w 21．2 20．9 22．3 22．0
、

V 29．9 40．Q 5a．5 46．9

備考）1．文部省「学生生活調査」により作成。

　　　　2．所得階層は家計調査の年問収入階級による。例えぱ、昭

　　　　和45年では1（一744000）、II（744000～986000〉、m（986000

　　　　～1235000）、W（12350QQ～16280QQ）、V（1628000～）の年

　　　　間収入階段であった。昭和40年度では1（～415000）、II

　　　　（415000～565000）、III（565000～720000）、IV（720000

　　　　～975000）、V（975000～）であつた。

引用）　『昭和44年版、国民生活白書』　408頁、およぴ文部省『昭

　　　　和45年度、学生生活調査報告』

九
七
〇
年
で
私
立
i
二
干
六
％
）
や
個
人
営
業
世
帯
（
私
立
ー
二
〇
・
三
％
）
と
私
立
の
方
が
や
や
高
い
。
「
家
計
調
査
」

別
の
国
立
、
公
立
、
私
立
の
割
合
の
推
移
に
よ
つ
て
も
、
全
体
と
し
て
第
N
分
位
、
第
V
分
位
の
比
較
的
に
高
収
入
階
層
へ
集
中
し
つ
つ
あ
る
こ

と
、
特
に
私
立
で
は
そ
の
傾
向
が
著
し
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
度
）
の
平
均
学
費
を
一
〇
〇
と
す
る

と
、
国
立
六
二
・
二
、
公
立
七
二
・
五
、
私
立
一
二
一
・
八
、
こ
の
年
の
平
均
生
活
費
を
一
〇
〇
と
し
て
国
立
七
六
・
六
、
公
立
八
叫
・
四
、
私

立
一
一
三
・
六
で
あ
つ
た
。
一
九
七
〇
年
で
は
平
均
学
費
（
一
四
一
五
〇
〇
円
）
一
〇
〇
に
対
し
て
国
立
四
六
・
二
、
公
立
五
四
二
、
私
立
一

一
八
・
一
で
あ
り
、
平
均
生
活
費
（
二
〇
四
〇
〇
〇
円
）
一
〇
〇
に
対
し
て
国
立
九
〇
・
三
、
公
立
八
三
・
八
、
私
立
一
〇
三
・
六
で
あ
つ
た
．
出

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
一
〇
七
九
）

半
数
を
占
め
て
い
る
に
し
ろ
集

中
す
る
こ
と
な
く
一
様
に
分
布

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、
四
〇
歳
～
五
〇
歳
の

男
子
職
業
に
対
し
て
農
林
・
水

産
業
や
労
務
者
の
出
身
学
生
の

割
合
は
そ
れ
よ
り
低
く
な
つ
て

い
る
。
国
公
立
と
私
立
に
つ
い

て
も
基
本
的
に
は
大
ぎ
な
差
異

は
な
い
が
勤
労
者
世
帯
で
は
相

対
し
て
国
公
立
の
方
が
多
く
、

法
人
経
営
・
自
由
業
世
帯
（
一

　
　
を
基
準
に
し
た
年
間
収
入



業別就職状況
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

学　（実数＝人） 大 学　（％） 短期大学 （％〉

40年 45年 30年 35年 40年 45年 30年 35年 40年 45年

14，407年 31，796人 49．5 42．’7 43．6 40．3 43．1 42．7 40．5 39．4

3，537 4，096 12．8 19．3 22．8 24．5 7．1 11．6 10．0 5．1

6，830 16，954 33．4 18．0 16．0 10．9 32．4 19．5 19．2 21．0

2，573

1，467

7，007

3，739
｝34

2．0

3．4

1．5

3．3

2．1

2．7
136 7．9

3．6

7．2

4．1

8．7

4．6

423 587 1．1 1．4 1．8 1．5 1．5 1．6 1．2 0．7

15，233 37，234 36．4 39．9 33．9 31．4 35．7 38．1 42．9 46．1

2，297 5，769 4．2 9．5 14．9 23．2 4．0 5．9 6．5 7．1

113 369 0．6 0．5 0．2 0．1 1．3 1．1 0．3 0．5

497 326 0．3 0．3 0．7 0．7 0．9 0．3 1．4 0．4

407 1，452 2．4 0．8 0．3 0．4 5．1 2．8 1．1 1．8

292 193 0．8 0．5 0．4 0．5 1．0 1．0 0．8 0．2

835 2，279 1．2 1．6 1．9 1．6 2．8 2．5 2．3 2．8

1，043 738 3．4 2．6 2．4 0．5 4．5 4．0 2．9 0．9

35，547 80，740 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
一
〇
八
○
）

身
階
層
に
お
け
る
機
会
均
等
問
題
だ
け
で
な
く
、
学
生
生
活
自
体
に
お
い
て
も
特

に
学
費
（
授
業
料
、
そ
の
他
の
学
校
納
付
金
、
修
学
費
、
課
外
活
動
費
、
通
学
費
の
小
計
）

に
格
差
は
拡
が
つ
て
き
て
い
る
．
高
等
教
育
が
今
後
一
層
重
要
視
さ
れ
普
及
し
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
動
向
と
、
他
方
で
は
年
々
物
価
水
準
が
上
が
り
社
会
構
造
と

生
活
環
境
が
著
し
く
変
つ
て
き
て
い
る
状
況
で
は
、
こ
こ
に
み
る
高
等
教
育
の
機

会
不
均
等
化
傾
向
は
学
生
や
出
身
家
庭
に
圧
力
を
加
重
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
く
社
会
的
見
地
か
ら
方
策
が
確
立
さ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
に
よ
る
補
助
金
が
国
公
立
に
偏
重
さ
れ
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
、
我
が
国
の
奨
学
制
度
が
如
何
に
不
充
分
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
か
も
明

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
か
で
あ

む97

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
奨
学
制

畔鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
は
一
般
に

移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
給
与
（
の
号

推

の
o
一
畦
m
匡
り
）
、
⇔

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貸
与
（
ぎ
卑

就

大　　学（％） 短　　　大（％）

1955 1960 1965 1970 1955 1960 1965 1970

9L2
2．7

2．0

4．O

93．5

1．1

2．1

3．1

94．2

1．0

2．3

2．6

96．4

1．1

2．1

0．6

84．3

6．0

3．8

5．8

883
3．1

3．5

5．1

91．1

2．5

3．1

32

93．3

22
3．O

L4

100．0 100』 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0， 100．0

15，187 17，917 35，547 80，740

1

中　　　　学（％）　　　　　た　　け　　　　ぎ　広

　　　　　、1955 1960 1965 1970

13．8

39．6

9．5

37．1

1L5

624
9．1

17．1

8．8

70．0

10．2

10．9

5．8

74．9

10．5

9．0

　て　国　所　く
▼我　き　に　以社
が　た　よ　で　会
国　こ　る　あ　的
の　と　補　る　見
奨　は　助　。地
学　周　金　　　か
制　知　が　　　ら
度　の　国　　　方
が　と　公　　　策
加　　y　ウ　　　　カ～

100．0 100．0 100．0 100．0

698，009 683，697 624，731 271，266



第19表　卒　　業　　後　　の　　職

大 学　（実数寵入） 短期大 学
昭和30年 35年 40年 45年 昭和30年 35年

専門的技術的職業従事者 34，692人 42，603人 59，071人 75，780人 6，549人 7，645人

』技　　術　　者

教　　　　員

医療保健1そ　の　他

　8，951

　23，360

｝a381

19，239

17，963

1，967

3，434

30，888

21，722

2，023

4，438

46，138

20，566

3，911

5，165

　1，078

　4，921

155・

2，078

3，502

1，418

　647
管理的職業従事者 788 1，400 2，459 2，730 232 291

事務 従事者 25，505 392822 45，859 59，046 5，429 6，820

販　売 従事者 2，924 9，518 20，170 43，729 609 1，061

農林漁業従事者 403 461 212 111 195 190

運輸通信従事者 220 329 899 1，270 141 58

単純労働者
技能工・生産工程従事者’ 1，666 789 407 677 776 508

保安職業従事者 582 544 492 1，020 157 174

サービス職業従事者 871 1，624 2，616 2，961 421 448

上記以外のもの 2，364 2，618 3，234 903 678 722

計 70，015 99，708 135，419 188，227 15，187 17，917

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
i
層

（資料）　文部省「学校基本調査報告書」

　　　　　　　　　　第20表新規卒業者の

大　学（就業者数）（人）

1955 1960 1965 1970

ρホワ朴・カラー

b）ブルー・カラー

c〉サービス関係
d）農林漁業従事者・その他

63，909

1，886

1，453

2，767

ゆ
　 93，343

　1，118

　2，168

　3，079

127，559

　1，306

　3，玉08

　3，446

181，285

　1，947

　3，981

　1，014

計 70，015 99，708 135，419 188，227

計（実数〉（人）

筒等学校（％〉

1955 1960 1965 ’1970

a）ホワイト・カラー

b）ブルー・カラー

c）サービス関係

d）農林漁業従事者・その他

54．6

18．5

4．7

22．2

60．2

24．工

5．1

10．4

60．5

29．2

4．9

5．4

54．0

35．1

5乙7

5．3

計 100．0 100．0・ 100．0 100．0

計（実数）（人） 340，529 572，502 700，261 816，716

（資料）　第19表に同じ。

墓
）
、
㊧
雇
用

に
よ
る
援

助
（
国
葛
一
昌
－

幕
邑
に
分
け

ら
れ
る
が
、

日
本
で
は
⇔

貸
与
を
中
心

と
し
て
お
り

そ
の
額
も
奨

学
生
数
も
乏

し
い
。
　
「
昭

和
四
五
年

度
、
日
本
育
英
会
報
」
に
よ
る
と
、
全
学
生
生
徒
数
に
占
め
る
奨
学
金
貸
与
人
員

の
比
率
は
高
等
学
校
で
二
・
二
八
％
、
大
学
で
一
一
・
九
五
％
、
大
学
院
で
五
六
・

九
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
他
に
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
等
に
よ
る
支
給
・

貸
与
の
制
度
が
あ
り
、
昭
和
四
二
年
現
在
団
体
数
二
一
五
八
団
体
（
地
方
公
共
団
体

三
八
％
、
学
校
二
五
％
、
育
英
奨
学
法
人
一
七
％
、
会
社
四
％
．
個
人
そ
の
他
一
六
％
）
、

奨
学
生
数
九
七
二
五
〇
人
（
高
校
．
大
学
、
大
学
院
等
の
計
）
、
年
間
事
業
費
四
五
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
一
〇
八
一
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
（
一
〇
八
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

七
四
五
〇
万
六
千
円
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
も
地
方
公
共
団
体
や
民
間
に
よ
る
奨
学
制
度
の
貧
弱
ぶ
り
も
明
白
で
あ
る
。
大
学
に
限
つ
て
日

本
育
英
会
と
地
方
公
共
団
体
や
民
間
に
よ
る
奨
学
生
を
合
計
し
て
も
学
生
全
体
の
約
一
五
％
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
す
ら
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
ゾ

の
一
五
年
間
低
下
傾
向
に
あ
る
。

　
教
育
の
普
及
や
高
等
教
育
へ
の
進
学
の
地
域
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
な
ら
、
一
九
五
五
年
以
降
高
校
と
大
学
へ
の
進
学
率
は
増
加
の
す
う
勢
に

あ
る
が
（
全
国
平
均
で
高
校
進
学
率
ー
五
一
・
五
％
、
五
七
・
七
％
、
七
〇
・
六
％
、
八
二
・
一
％
、
大
学
進
学
率
－
一
八
・
四
％
、
　
一
七
・
二
％
、
二
五
・
四

％
、
二
四
．
二
％
）
、
都
府
県
別
に
み
て
依
然
地
域
格
差
が
あ
る
。
ト
ッ
プ
の
都
府
県
の
進
学
率
と
最
低
の
進
学
率
の
差
は
、
依
然
大
き
い
が
高
校

進
学
で
は
次
第
に
縮
ま
り
つ
つ
あ
る
の
に
、
大
学
進
学
で
は
ぞ
れ
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
男
女
別
の
高
等
教
育
在
学
者
の
差
異
は
、
一
九

五
五
年
に
女
子
の
割
合
は
大
学
で
二
一
・
四
％
、
一
九
七
〇
年
に
一
八
・
○
％
、
短
大
で
五
四
・
○
％
、
八
二
・
七
％
、
と
大
学
で
は
数
の
上
で

は
ま
だ
ま
だ
男
子
優
位
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
最
近
の
著
し
い
高
等
教
育
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
教
育
機
会
は
不
均
等
化
し
つ
つ
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
岡
新
規
卒
業
者
は
こ
の
一
五
年
間
に
ど
の
よ
う
な
分
野
に
就
職
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
1
9
表
、
第
2
0
表
、
第
2
1
表
に
よ
れ
ば
、

中
学
で
は
ブ
ル
ー
戸
カ
ラ
ー
ヘ
の
就
職
が
圧
倒
的
と
な
つ
て
お
り
、
高
校
で
は
や
は
リ
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
の
割
合
が
大
ぎ
く
な
つ
て
い
る
と
は
い
え

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働
者
が
約
五
五
％
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
短
大
、
大
学
で
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
ヘ
の
就
職
が
九
〇
％
を
超
え
、
ま
す

ま
す
そ
の
比
率
を
高
め
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
増
加
は
、
特
に
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事
者
と
販
売
従
事
者
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一

七
〇
年
で
大
学
の
新
規
卒
業
者
の
四
〇
・
三
％
が
前
者
に
、
そ
の
二
三
・
二
％
が
後
者
に
就
職
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
年
に
事
務
従
事
者
が

三
一
，
・
四
％
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
の
事
務
従
事
者
全
体
に
は
む
し
ろ
最
近
で
は
大
学
女
子
、
短
大
・
高
等
学
校
の
卒
業
者
に
よ
る
就
職
者
が
進

出
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
だ
け
大
学
男
子
の
事
務
従
事
者
の
割
合
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
大
学
男
子
で
は
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事
者
と
販
売

従
事
者
の
割
合
が
著
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
産
業
構
造
の
新
し
い
変
化
に
対
す
る
敏
感
な
対
応
が
進
展
し
て
い
る
。
現
代
目
本
社
会
の
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あ
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掌
）
　
器
一
〇
細
π
図
『

日
、
他
の
階
級
・
階
層
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
考
察
と
分
析
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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一
九
七
二
年
、
三
八
頁
。
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総
理
府
統
計
局
『
わ
が
国
の
人
口
（
昭
和
四
五
年
国
勢
調
査
解
説
シ
リ
ー
ズ
乞
9
一
）
』

同
、
三
九
頁
。

『
》
b
。
邑
8
戸
目
冨
＞
壁
一
量
・
。
圃
ω
＆
毘
O
富
農
Φ
国
8
。
鼠
山
貯
婁
ピ
。
耳
。
ロ
や
9
‘
導
Φ
浮
o
q
麟
。
」
8
伊

富
永
健
一
『
産
業
社
会
の
動
態
』
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
、
一
九
七
三
年
。

富
永
、
同
書
、
九
七
－
一
〇
一
頁
。

相
原
茂
、
鮫
島
龍
行
編
『
統
計
日
本
経
済
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
七
一
頁
。

『
昭
和
四
七
年
版
、
労
働
白
書
』
二
〇
二
頁
。

こ
の
試
み
は
万
成
博
「
工
業
化
と
職
業
移
動
」
（
『
社
会
学
部
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
六
六
年
、
関
西
学
院
大
学
）
の
示
竣
に
よ
る
。

労
働
者
『
労
働
移
動
i
戦
後
の
推
移
と
現
状
ー
』
一
九
六
八
年
二
月
。

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
i
層

七
一

（
鰍
O
八
三
）



　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
一
〇
八
四
）

⑯
　
こ
こ
で
の
入
職
率
（
離
職
率
）
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
労
働
者
、
同
書
、
五
四
頁
、
及
び
『
労
働
白
書
』
を
参
照
の
こ
と
。

蓋
》
馨
（
講
暢
）
－
霊
o
》
（
羅
）
螺
（
塾
器
瀦
黙
隔
諜
×
・
8
）
藝

OD

　
前
掲
の
『
労
働
移
動
』
三
i
二
四
頁
。

㈱
　
同
、
二
一
－
二
二
頁
。

⑬
　
同
、
二
三
－
二
四
頁
。

⑯
関
口
礼
子
「
女
子
高
等
教
育
修
了
者
の
社
会
的
位
置
1
そ
の
職
業
に
つ
い
て
の
日
本
と
西
ド
イ
ッ
の
比
較
研
究
ー
」
『
社
会
学
評
論
』
九
二
号
、
一
九
七
三
年
、
八
三
ー
一
〇
〇
頁
。

⑯
　
「
単
位
組
織
組
合
と
は
、
規
約
上
当
該
組
織
の
構
成
員
が
労
働
者
の
個
人
加
入
の
形
式
を
と
り
、
独
自
の
活
動
を
行
な
い
得
る
下
部
組
織
を
も
た
な
い
組
合
を
い
う
」
（
『
昭
和
四

　
七
年
版
、
労
働
組
合
基
本
調
査
報
告
』
一
〇
頁
）
。

⑯
　
労
働
大
臣
官
房
労
働
統
計
調
査
部
編
『
労
働
統
計
要
覧
、
一
九
七
三
年
版
』
二
一
五
－
二
一
六
頁
。

⑬
　
『
昭
和
四
七
年
版
、
労
働
組
合
基
本
調
査
報
告
』
一
四
頁
。

⑬
　
ま
た
、
各
種
学
校
の
動
向
に
つ
い
て
倉
内
史
郎
「
学
歴
社
会
の
谷
間
1
各
種
学
校
」
と
い
う
論
説
が
あ
る
（
朝
日
新
聞
、
昭
和
四
八
年
二
月
一
九
日
付
）
。

㈲
　
各
年
度
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
』
。

㈲
　
文
部
省
大
学
学
術
局
学
生
課
『
昭
和
三
六
年
度
学
生
生
活
調
査
報
告
書
』
四
頁
。

㈲
　
堀
内
昭
美
「
大
学
教
育
の
利
益
、
費
用
お
よ
び
補
助
金
」
　
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
一
六
九
号
、
一
九
七
三
年
四
月
。

⑳
　
日
本
育
英
会
『
外
国
奨
学
制
度
資
料
集
』
一
九
七
一
年
。

㈲
　
文
部
省
大
学
学
術
局
学
生
課
『
昭
和
四
二
年
度
育
英
奨
学
事
業
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
』
。

㈱
　
文
部
省
『
わ
が
国
の
教
育
水
準
』
一
九
七
〇
年
、
一
四
六
ー
一
四
七
頁
、
二
六
〇
頁
。

㈲
更
に
函
。
旨
》
旨
巨
一
田
讐
霞
国
＆
。
即
ぎ
P
”
巳
国
垢
汐
婁
国
9
臣
答
目
。
旨
営
款
冨
P
円
雷
魯
①
遷
9
一
一
轟
①
勺
3
郵
O
。
冨
目
げ
㌶
d
巳
メ
客
ざ
ご
8
。
を
参
照
の
こ

　
と
。

〔
N
〕
　
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
変
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
現
代
日
本
社
会
の
階
級
・
階
層
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
そ
の
外
生
的
変
数
と
し
て
の
制
度
的
状
況
の
影

響
（
変
化
）
を
と
り
あ
げ
て
き
た
。
技
術
革
新
と
資
本
投
下
、
大
量
販
売
、
国
際
経
済
化
、
組
織
の
複
雑
化
、
行
政
機
能
の
増
大
と
い
つ
た
主
に

産
業
構
造
を
め
ぐ
る
諸
変
化
、
人
口
構
造
の
変
化
、
労
働
市
場
と
労
働
運
動
、
教
育
（
特
に
高
等
教
育
）
の
発
達
等
の
諸
要
因
が
主
に
一
九
五
五
年



か
ら
一
九
七
〇
年
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
を
検
討
し
た
．
こ
の
期
間
に
お
げ
る
特
に
産
業
構
造
を
中
心
と
し
た
劇
的
と
も

い
え
る
構
造
変
化
が
他
の
領
域
に
果
し
て
ど
ん
な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
、
を
こ
の
段
階
で
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で

主
題
と
し
て
扱
つ
た
階
級
・
階
層
構
造
に
関
し
て
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
増
大
と
い
う
新
し
い
変
化
要
因
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
わ
れ
わ
れ
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
諸
変
化
を
考
察
す
る
。

　
㈲
　
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
動
態

　
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
：
と
は
一
般
に
は
専
門
的
・
技
術
的
職
業
、
事
務
、
管
理
運
営
、
更
に
広
く
は
販
売
の
職
業
分
野
に
従
事
す
る
人
々
、
筋
肉
労

働
に
対
す
る
非
筋
肉
労
働
、
精
神
労
働
の
分
野
に
従
事
す
る
人
々
を
総
称
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
．
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
現
場
労
働

者
や
筋
肉
労
働
者
に
対
比
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
（
ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
ラ
ゥ
ス
）
と
し
て
の
職
務
内
容
（
人
間
や
象
徴
等
を
対
象
と
し
た
判
断
業
務
）
、

事
務
所
（
オ
フ
ィ
ス
）
、
サ
ラ
リ
ー
、
経
営
者
、
エ
リ
ー
ト
と
の
一
体
感
、
生
活
水
準
や
消
費
パ
タ
ー
ン
、
学
歴
水
準
等
の
差
異
を
対
比
さ
せ
て

き
た
。
こ
こ
に
労
働
者
（
筋
肉
労
働
と
精
神
労
働
）
の
側
面
を
一
括
し
て
強
調
す
れ
ば
、
　
「
労
働
者
」
内
の
差
異
は
と
り
あ
げ
る
に
足
ら
ず
「
資
本
」

と
「
賃
労
働
」
の
二
大
階
級
モ
デ
ル
、
窮
乏
化
に
よ
る
両
極
分
解
説
に
よ
る
説
明
が
と
ら
れ
、
他
方
両
者
の
差
異
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
は
、
性

急
に
「
新
中
間
層
」
　
「
新
エ
リ
！
ト
」
の
出
現
を
説
く
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
代
日
本
の
デ
ー
タ
に
即
し
て
（
限
つ
て
）
ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
動
態
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
一
九
五
〇
年
に
は
五
六
〇
万
人
、
一
九
七
〇
年
に
は
一
五
二
二
万
人
が
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
属
す
る
人
々
で
あ
つ
た
。
構
成
比
で
は
約
一

五
％
か
ら
約
三
〇
％
に
増
加
し
た
（
第
2
2
表
参
照
）
。
販
売
従
事
者
を
こ
こ
に
入
れ
る
べ
き
か
否
か
は
、
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
大
量
消
費
な
ど
の
産
業
構
造
の
変
化
、
後
期
中
等
・
高
等
教
育
の
新
規
卒
業
者
の
進
出
な
ど
か
ら
し
て
も
販
売
活
動
自
体
が
変
わ
つ
て
き
て

お
り
、
最
近
で
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
入
れ
た
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
先
の
第
1
表
は
再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
全
体
が
こ
の
二
〇
年
間
に
如
何
に
急
速
に
増
加
し
て
き
た
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
事
務
従
事
者
と
販
売

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
一
〇
八
五
）



第22表ホワイト・カラー層の推移

雇用者数（千人） 構成比（黎空姻、

1950 1955 1960 1965 1970 1950 1955 1960 1965 1970

1．管理的職業従事者

H・専門的・技術的職業従事者

凪事務従事者
IV．販売従事者

537

1337

2997

727

734

1634

3343

1409

’
1 086

1779

4458

1790

1358

2204

6029

2669

2004

2887

69ウ7

3361

1．5

3．7

8．2

2．0

1．9

4．1

8．4

3．5

2．5

4．0

10．1

4．1

2．8

4．6

12．5

5．5

3．8

5．5

13．2

6．4

計 5598 7120 9113 12260 15229 15．4 17．8 20．8 25．42陽

残餐者従
　　　を　事
販従相　者
売つ　対　の

職て的増と　　　に　加
の　従増　が
連来加　著
続　と　さ　し
性　は　せ　い
嘱　　思　　》う　　。

構成比（ホワイ上1品ラー層）

1950 1955 1960 1965 1970

1．管理的職業従事者

H．専門的・技術的職業従事者

皿．事務従事者

W，販売従事者

9．6

23．9

53．5

13．0

10．3

22．9

47．0

19．8

11．9

19．5

48．9

19．6

11．1

18．0

49．2

21．8

13．2

19．0

45．8

22．1

計 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
一
〇
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
事
者
の
増
加
が
著
し
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
増
大
は
、
そ
の
中
で
の
管
理
職
従
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
を
相
対
的
に
増
加
さ
せ
つ
っ
他
方
で
は
よ
り
以
上
に
一
般
の
事
務
従
事
者
と
販
売
従
事
者
を
増
加
さ
せ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
従
つ
て
、
従
来
と
は
異
な
リ
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
内
部
の
管
理
職
と
他
の
専
門
的
・
技
術
的
職
業
、
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
、
販
売
職
と
の
連
続
性
が
薄
め
ら
れ
揺
ぎ
つ
つ
あ
る
。
管
理
職
・
専
門
職
以
外
の
他
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ま
す
雇
用
労
働
者
的
性
格
を
強
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
あ
る
（
「
新
エ
リ
ー
ト
」
「
テ
ク
ノ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ー
ト
」
「
サ
ラ
リ
ア
ー
ト
」
「
グ
レ
ー
・
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ヘ
の
分
化
）
．
第
2
3
表
で
管
理
職
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
雇
用
労
働
者
の
構
成
比
の
推
移
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
て
み
る
と
　
生
産
的
労
働
者
の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
四
九
・
三
％
で
依
然
も
つ
と
も
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
こ
れ
は
一
九
六
五
年
以
降
減
少
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
逆
に
専
門
的
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
的
職
業
、
事
務
職
、
販
売
職
で
は

’
（
資料）　第1表を参躍

　　　　　　第23表

構成F比（雇用鞭全体）

1950 1955 1960　［1965 1970
　飾

ホラ
ワ1
イ労
レ働

力者

専門的・技術的職業従事者

事務従事者
販売従事者

10．0

22．3

5．4

9．6

19．6

8．2

7．9

19．9

8．0

8．0

21．8

9．7

9．1

22．0

10．6

サービス関係従事者
生　産　的　労　働　者

8．2

54．1

10．3

52．4

9．5

54．7

9．0

51．5

8．9

49．3
鷺

雇　用　労　働　者　計 100．0 100ゆ 100．0 100．0 100．0

照
．
一
層
増
加
過
程
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に

鯵表
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
、
ホ
ワ
イ
ト
・

　
錦
カ
ラ
ー
労
働
者
に
お
い
て
も
地
位
が
不

蝋
安
定
と
な
り
内
部
分
化
が
進
み
易
い
。
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現
代
日
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の
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構
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変
化
と
ホ
ワ
イ
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カ
ラ
ー
層

七
五
　
　
（
一
〇
八
七
）



第25表　製造業、労職、男女別賃金格差の推移

　　　　　（きまつて支給する給与）

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ボ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

実 額 男に対する 管理事務およ
㌢ び技術労働者

年
術労働者
管理、事務および技

生　産 労　働　者
女の割合

に対する生産
労働者の割合

男㈱ 女（Bl 男　（¢） 女（◎ （圖／（A） （◎／（o （¢）／（旬 （◎／（B）

昭和30年平均 23，431円 9，707円 16，377円 6，935円 41．4％ 42．3％ 69．9％ 71．4％

35 30，301 11，941 20，476 8，557 39．4 41．8 67．6 71．7
36 32，755 13，112 21，889 9，514 40．0 43．5 66．8 72．6

37 35，420 14，821 23，769 11，044 41．8 46．5 67．1 74．5

38 38，015 16，383 26，197 12，250 43．1 46．8 68．9 74．8

39 41，316 18，019 29，031 13，502 43．6 46．5 70．3 74．9

40 44，363 19，906 31，762 15，285 44．9 48．1 71．6 76．8
41 48，218 21・753 35，263 16，755 45．1 47．5 73．1 77．0
42 53，715 24．066♪ 39，829 18，340 44．3 46．0 74．1 76．2
，43 60，195 セ7，191 45，271 21，040 45．2 46．5 75．2 77．4

44 68，388 31，296 51，913 24，508 45．8 47．2 75．9 78．3
45 78，693 36，559 60，094 28，137 46．5 46．8 76．4 77．0
46 88，295 42，204 67，981 32，695 47．8 48．1 77．0 77．5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
（
一
〇
八
八
）

　
　
　
生
産
的
労
働
者
と
比
較
し
な
が
ら
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
内
部
分
化

　
　
の
動
き
を
ま
ず
資
源
配
分
の
分
析
に
よ
つ
て
と
ら
え
て
み
る
。
世
帯
主
の

　
　
労
職
別
勤
労
者
世
帯
の
家
計
収
入
の
推
移
を
た
ど
つ
て
み
る
に
（
「
家
計
調

　
　
査
」
）
、
少
く
と
も
常
用
労
務
者
と
民
間
職
員
と
の
間
の
格
差
は
縮
小
化
に

　
　
向
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
臨
時
・
旦
雇
労
務
者
で
は
家
計
収

　
　
入
が
増
え
た
と
は
い
え
、
他
の
勤
労
者
と
の
格
差
が
大
き
い
し
、
官
公
職

　
　
員
の
収
入
上
昇
が
相
対
し
て
よ
り
顕
著
で
あ
つ
た
（
第
2
3
表
参
照
）
。
格
差

　
　
は
依
然
存
続
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
労
務
者
と
職
員
の
全
体
的
な
格
差
の

　
　
す
う
勢
は
縮
小
化
傾
向
に
あ
る
。
勤
労
者
の
家
計
収
入
水
準
に
平
準
的
な

　
　
変
化
が
み
ら
れ
、
労
務
者
で
は
相
対
に
上
昇
し
、
職
員
で
は
相
対
的
に
下

　
孔
降
し
つ
つ
あ
る
。
以
上
の
動
き
を
特
に
製
造
業
に
限
つ
て
、
男
女
別
、
学

　
4
0
　
R
歴
別
、
規
模
別
、
年
齢
別
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
少
々
煩
些
な
資
料
の
掲

㍉
謝
統
白
載
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
動
き
を
第
2
4
・
2
5
・
2
6
・
2
7
・
2
8
表
に
よ
つ
て

労
働
勤
労
月
　
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
職
員
（
管
理
、
事
務
お
よ
び
技

毎
版

「
　
年
省
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第28表　年齢階級別・学歴別きまつて支給する現金給与（製造業・職員・男子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1960年（昭和35）～1970年（昭45）一一

現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層

七
九／注）

きまつて支給する 格 差α》

現金給与額（規模計） 昭和35年
　．［‘

昭和菊年

昭和35年 45年 規模
計
1000人
以上
100～
999人
10～
99人
規模
計
1000人
以上
100～
999人
10～
99人

18～ 旧中・新高卒 10，292円 38．4千円 59．4 65．4 56．9 52．5 67．3 69．5 65．3 61．8
19歳 高専・短大卒

一 一 『 一 一 一 一 一 一 一旧大・新大卒

一 一 一 ｝ 一 一
畠　＿

一 ｝ 一
20～ 旧中・新高卒 14，338 48．4 82．8 89．2 80．9 75．8 84．8 88．3 81．4 81．6・

24歳 高専・短大卒 14，805 48．2
ノ
8
5

．5 88．1 84．6 85．5 84．4 86．3 83．9 78．6

旧大噺大卒 16，531 50．3 95．4 102．3 91．4 87．2 88．1 93．5 83．4 83．4

25～ 旧中噺高卒 20，666 65．2 119．3 130．6 117．0 107．9 114．2 117．3 110．7 111．2

29歳 高専・短大卒 22，793 65．9 131．6 149．2 124．7 122．5 115．4 117．2 113．7 115．9

旧大新大卒 22，130 66．3 127．7 138．3 120．9 115．3 116．1 122．4 108．2 111．4

30～ 旧中噺高卒 27，778 79．0 160．3 178．9 157．7 138．9 138．4 143．8 135．0 132．7

34歳 高専・短大卒 32，414 80．0 187．1 203．2 181．0 161．7 140．1 141．0 140．3 138．7

旧大・新大卒 32，526 88．2 187．7 203．0 179．0 159．2 154．5 160．1 144．0 151．7

35～ 旧中・新高卒 33，950 89．8 196ゆ 227．4 185」 153．8 157．3 169．0 150．6 145．2
39歳 高専・短大卒 39，005 94．2 225．1 257ゆ 2073 177．0 165．0 177．4 160．1 157．3

旧大・新大卒 42，884 1Q5．8 247．5 268．5 235．5 198．3 185．3 198．2 173．6 164．8

40～ 旧中・新高卒 39，460 102．8 227．8 274．7 214．7 168．8 180．0 199．3 196．4 156．9

49歳 高専・短大卒 49，186 123．6 283．9 339．4 251．3 186．0 216．5 239．9 203．5 174．1

旧大・新大卒 57，542 136．2 332．1 381．8 288．0 205．1 238．5 261．3 211．6 197．0

50～ 旧中・新高卒 35，103（2） 104．0 202．6 296．7 214．6 145．1 182．1 220．3 171．5 148．3F

59歳 高専・短大卒 45，299（2） 130．3 261．5 395．1 246．1 167．6 228．2 Z78．6 204．0 168．7

旧大・新大卒 51，799（21 154．7 299．0 435．2 270．3 176．3 270．9 325．6 233．3 180．4

60歳 旧中・新高卒 64．5 113．0 111．2 119．6 109．8

～ 高専・短大卒 77．3 135．4 134．9 157．8 120．3

旧大・新大卒 88．2 154．5 195．3 162．3 137．5

全労
働者

計 17，325 57．1 100．0 132．5 92．4 78．0 100．0 116．8 93．2 86．7・

料資
（
一
〇
九

（1）各年度の全労働者の現金給与額（昭35－17，325円，昭45望57，1千円）をそれぞれ100として計算・，

（2）昭和35年は50歳以上で集計。

賃金構造基本調査。
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旧
中
・
新
学
卒
、
高
専
・
短
大
卒
、
旧
大
・
新
大
卒
の
学
歴
別
に
み
る
と
（
第
2
7
表
）
、
や
は
り
そ
れ
ら
の
格
差
は
縮
小
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
圃
職
階
別
平
均
給
与
額
を
み
た
場
合
（
第
28
表
）
、
特
に
管
理
事
務
職
と
一
般
事
務
職
と
で
も
格
差
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
産
業
化
に

と
も
な
う
組
織
の
複
雑
化
、
拡
大
化
、
経
営
革
新
の
中
で
管
理
職
が
増
設
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
特
に
中
級
管
理
職
の
地
位
を
も
相
対
的
に
低
下
せ

し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
、
ま
た
一
般
事
務
職
に
対
し
て
技
術
係
員
や
機
械
工
作
一
般
工
の
方
が
給
与
額
が
高
く
な
つ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
給
与
所
得
か
ら
み
た
限
り
で
の
格
差
の
縮
小
化
と
い
う
こ
と
は
格
差
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
と
つ
て
の
こ
の
縮
小
化
傾
向
は
重
要
な
動
向
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
平
均
給

与
所
得
に
限
ら
ず
賞
与
、
そ
の
給
付
、
福
利
厚
生
、
財
産
等
に
つ
い
て
の
検
討
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
う
し
て
、
今
後
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
内
部
分
化
、
分
解
を
把
握
す
る
に
は
、
管
理
職
と
一
般
の
専
門
・
技
術
職
、
事
務
職
、
販
売
職
と

の
間
の
分
解
や
所
得
の
平
準
化
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
管
理
職
、
専
門
・
技
術
職
、
事
務
職
、
販
売
職
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
分
化
と
分
解
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ぎ
を
更
に
掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
、
ま
た
経
済
的
資
源
や
学
歴
の
配
分
に
つ
い
て
、
同
様
に
、
組
織
に
お
け
る
意
思
決
定
へ
の
参
加
、
職
務
と
労
働

の
自
律
性
、
技
術
や
知
識
の
革
新
等
の
側
面
か
ら
も
分
析
す
る
こ
と
、
が
必
要
に
な
つ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
地
位
も
絶
え
ず
揺
れ
動
き
、
新
た
な
内
部
分
化
を
余
儀
無
く
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
の
「
中
間
層
化
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

「
新
中
間
層
」
の
内
部
分
化
と
い
う
一
般
的
傾
向
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
生
活
構
造
と
意
識

　
制
度
的
状
況
の
変
化
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
階
級
・
階
層
構
造
の
変
化
は
視
点
を
違
え
て
わ
れ
わ
れ
の
日
常
的
な
生
活
構
造
と
意
識
に
お
け
る

諸
変
化
を
通
じ
て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
制
度
的
状
況
や
階
級
・
階
層
構
造
の
変
化
を
内
側
か
ら
支
え
、
そ
し
て
対
応
し
て

き
た
の
が
生
活
構
造
と
意
識
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
日
常
生
活
の
場
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
諸
変
化
を
再
生
産
し
、
か
つ
対
応
し

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
一
〇
九
三
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
一
〇
九
四
）

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
生
活
研
究
は
主
に
労
働
力
の
再
生
産
、
都
市
下
層
の
貧
困
、
農
村
の
疲
弊
の
面
か
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
が
．
今
日
の
生
活
研
究
の
重

要
性
に
つ
い
て
園
田
恭
一
と
田
辺
信
一
は
次
の
よ
う
な
諸
点
で
強
調
す
る
。

　
　
そ
の
第
一
は
、
生
活
問
題
の
典
型
的
な
あ
ら
わ
れ
と
さ
れ
て
い
た
貧
困
の
形
態
と
質
の
変
化
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
巨
大
な
超
近
代
的
工
場
生
産
に
よ
っ
て

　
　
大
量
に
吐
き
だ
さ
れ
た
「
商
品
」
の
生
活
に
対
す
る
全
般
的
な
浸
透
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
生
活
様
式
、
生
活
意
識
お
よ
び
生
活
関
係
の
変
容
で
あ
る
。
さ
ら

　
　
に
第
三
は
、
こ
れ
ら
商
品
の
生
産
と
消
費
の
過
程
で
発
生
す
る
公
害
、
交
通
災
害
な
ど
．
直
接
．
生
命
を
お
び
や
か
す
危
険
の
増
大
と
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お

　
　
け
る
生
活
資
源
、
生
存
基
盤
の
破
局
的
な
喪
失
の
危
機
、
第
四
に
急
げ
き
な
地
域
開
発
の
核
と
し
て
の
工
業
化
が
ひ
き
起
す
都
市
化
、
過
密
化
、
そ
の
対
極
と

　
　
し
て
の
過
疎
化
に
よ
る
地
域
生
活
の
変
貌
、
第
五
と
し
て
、
資
本
主
義
の
終
局
と
も
目
さ
れ
る
情
報
化
の
高
度
な
発
展
を
軸
と
す
る
管
理
社
会
の
出
現
が
あ
げ

　
　
　
　
（
2
）

　
　
ら
れ
よ
う
．

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
新
し
い
視
角
か
ら
旺
常
生
活
や
地
域
社
会
へ
の
関
心
を
か
り
た
て
う
つ
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
の
日
常
生
活
は
、
生
活
資
源
（
ω
生
命
、
に
η
労
働
圃
消
費
、
㈲
余
暇
㈲
教
育
、
圃
情
報
）
、
生
活
環
境
、
生
活
関
係
、
役
割
構
造
、
生
活
意
識
・

心
理
の
側
面
を
も
ち
、
生
活
空
間
と
生
活
時
間
と
の
拡
が
り
の
中
で
相
互
に
関
連
づ
け
る
動
態
的
な
構
造
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は

生
活
史
や
生
活
周
期
を
軸
に
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
資
源
配
分
に
も
と
づ
く
社
会
的
地
位
の
移
動
（
社
会
移
動
）
（
§
巨
馨
巨
芽
）

に
焦
点
を
あ
て
て
分
析
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
し
、
地
位
の
不
一
致
現
象
（
器
毒
ぎ
。
窪
一
§
μ
畠
）
に
着
目
し
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
側
面
に
つ
い
て
の
時
系
列
に
沿
つ
た
詳
細
な
検
討
を
す
る
に
は
用
意
も
不
充
分
で
あ
る
の
で
、
詳
細
は
む
し
ろ
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
を
中
心
に
最
近
の
生
活
構
造
と
意
識
の
胎
動
と
変
化
に
つ
い
て
基
本
的
諸
点
を
仮
説
的
に

指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
ω
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
地
位
が
相
対
し
て
低
下
し
つ
つ
あ
り
、
生
活
様
式
や
生
活
水
準
が
変
化
し
物
価
が
著
し
く
上
昇
し
続
け
る
状
況
に

あ
つ
て
は
生
活
基
盤
そ
の
も
の
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
。
収
入
、
医
療
、
福
利
厚
生
、
退
職
金
・
年
金
等
を
と
り
あ
げ
て
も
個
別
企
業
集
団
、
職



場
が
そ
の
ま
ま
生
活
保
障
集
阻
た
り
得
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
一
般
的
状
況
の
中
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
、

　
α
の
そ
の
こ
と
が
ま
た
家
族
を
縮
小
化
し
核
家
族
化
し
て
い
る
要
因
に
も
な
り
家
族
に
お
け
る
役
割
構
造
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
の

急
速
な
変
化
状
況
で
は
、
生
活
構
造
が
構
造
的
弾
力
性
を
も
つ
と
は
い
え
、
内
部
的
に
も
外
部
的
に
も
影
響
を
受
け
易
く
、
時
に
は
解
体
し
易
く

も
ろ
い
。
生
活
環
境
や
生
活
関
係
に
お
け
る
事
故
、
災
害
、
公
害
、
そ
の
他
の
社
会
的
環
境
の
変
化
が
も
た
ら
す
影
響
が
一
度
襲
う
と
そ
の
ま
ま

生
活
構
造
を
崩
壊
さ
せ
、
そ
の
影
響
は
長
く
尾
を
引
き
、
再
構
造
化
を
難
し
く
す
る
。

　
㈹
産
業
構
造
の
変
化
を
中
心
と
し
た
社
会
変
動
の
動
態
は
生
活
構
造
を
も
動
態
的
に
し
生
活
リ
ズ
ム
の
再
編
成
を
促
し
つ
つ
あ
る
。
労
働
と
余

暇
の
日
常
的
生
活
リ
ズ
ム
、
生
活
周
期
、
生
活
設
計
へ
の
関
心
が
わ
れ
わ
れ
の
間
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
生
活
環
境
や
生
活
関
係
に
も
関

心
が
向
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
、
物
価
、
職
場
、
労
働
疎
外
、
住
居
、
通
勤
、
学
校
、
地
域
社
会
、
自
然
環
境
の
あ
り
方
に
不
満
を
示
し
つ

つ
あ
る
。
こ
こ
に
も
新
し
い
生
活
運
動
、
住
民
運
動
、
社
会
運
動
、
政
治
運
動
が
萌
芽
し
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

　
㈲
階
級
・
階
層
構
造
が
急
速
に
変
化
し
、
同
時
に
一
般
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
地
位
が
相
対
的
に
低
下
し
内
部
分
化
が
現
に
進
行
し
つ
つ
あ

る
状
況
で
、
「
旧
中
間
層
」
に
代
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
、
「
新
中
間
層
」
の
動
き
が
今
後
ど
ん
な
内
容
と
方
向
を
も
つ
て
い
く
の
か
は
予
断
で
き

な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
が
新
し
い
運
動
の
中
心
に
な
る
に
は
余
り
に
複
雑
で
勢
力
も
弱
い
と
前
提
し
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

現
代
日
本
の
労
働
力
人
口
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
、
　
「
新
中
間
層
」
の
不
安
、
緊
張
、
地
位
不
一
致
へ
の
関
心
が
他
の

階
級
・
階
層
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
は
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
区
画
主
義
の
枠
を
踏
み

出
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
制
度
的
状
況
が
依
然
存
続
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
儀
礼
的
に
企
業
威
信
の
借
用
や
企
業
と
の
一
体
感
、

「
職
員
」
身
分
に
固
執
し
続
け
る
か
、
不
安
の
波
間
に
流
さ
れ
続
け
る
か
、
カ
リ
ス
マ
的
な
統
合
的
価
値
へ
の
回
帰
復
古
を
乞
い
願
う
か
、
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
「
情
報
社
会
」
「
知
識
社
会
」
に
お
け
る
「
エ
リ
ー
ト
」
を
め
ざ
し
て
未
来
主
義
的
な
志
向
を
強
め
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
新
し
い
価
値
の
創

造
へ
と
模
索
し
続
け
る
か
、
な
ど
の
諸
類
型
と
そ
れ
ら
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
M
・
ウ
ェ
1
バ
ー
の
社
会
行
為
の
諸
類
型
l
e
目
的
合
理

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
一
〇
九
五
）



　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
一
〇
九
六
）

的
行
為
、
⇔
価
値
合
理
的
行
為
、
㊧
感
情
的
、
特
に
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
行
為
、
㊨
伝
統
的
行
為
ー
は
今
日
の
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
の
中
で
再

び
間
い
返
さ
れ
る
普
遍
性
を
も
つ
て
い
る
。
『
プ
・
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
は
産
業
化
の
第
一
段
階
と
い
う
歴
史
的
．

社
会
的
状
況
を
焦
点
と
し
て
展
開
さ
れ
た
が
、
、
今
日
そ
の
第
二
段
階
．
第
三
段
階
に
お
け
る
状
況
の
社
会
層
の
動
態
を
考
察
す
る
こ
と
が
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

課
題
と
な
つ
て
い
る
。

　
＠
現
代
日
本
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
層
の
動
態
と
不
安
へ
の
対
応
様
式
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
見
田
宗
介
が
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
一

つ
に
は
「
客
観
的
な
、
一
人
ひ
と
り
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
地
位
の
上
下
に
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
し
、
二
つ
に
は
「
主
観
的
な
、
一
人
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
V

　
　
　
　
　
　
納
餉
向
　
と
り
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
い
ま
あ
る
社
会
の
体
制
へ
の
志
向
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
」
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
ト
　
ム
　
志

　
　
　
　
　
　
㎝
卜
布
ポ
布
舳
布
て
見
田
は
そ
こ
か
ら
㈹
新
エ
リ
！
ト
志
向
、
⑧
マ
イ
ホ
ー
ム
志
向
、
⑥
抵
抗
者
的
志
向
の
三
タ
イ
プ
を
作
業
仮
説
と

　
　
　
　
　
量
工
分
イ
分
抗
分

　
　
　
　
　
　
幡
新
の
池
の
鷲
の
し
て
引
き
出
し
て
い
る
（
第
6
図
参
照
）
。
更
に
、
後
者
の
社
会
体
制
へ
の
志
向
は
R
・
K
・
マ
ー
ト
ソ
の
ア
ノ
、
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
O
）

　
　
　
　
　
　
A
　
　
B
　
　
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
対
す
る
個
人
的
適
応
様
式
の
類
型
の
よ
う
に
文
化
的
目
標
と
制
度
的
手
段
の
受
容
・
拒
否
の
関
係
か
ら
も
手
懸
り

図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

6
　
　
　
　
　
　
　
　
r
を
得
る
こ
と
が
で
ぎ
る
だ
ろ
う
。
（
ω
同
調
、
に
⇒
革
新
、
価
儀
礼
主
義
、
㈹
逃
避
主
義
、
㈲
反
抗
）
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は

第
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
－
。
㈹
新
エ
リ
ー
ト
志
向
（
同
調
と
革
新
）
、
⑧
マ
イ
ホ
ー
ム
志
向
、
⑥
逃
避
主
義
的
志
向
、
⑨
抵
抗
者
的
志
向
の
四
類
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
を
今
後
の
研
究
の
た
め
に
仮
説
的
に
設
定
し
て
お
こ
う
。
ま
た
、
客
観
的
地
位
の
上
下
は
、
学
歴
や
学
閥
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
．
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
r
　
　
介
と
に
よ
る
よ
り
も
　
よ
り
高
度
な
専
門
知
識
や
才
能
、
経
営
能
力
、
資
本
所
有
等
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら

　
　
　
　
　
曲
　
圃
驕
，
，
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
。
m
　
　
ω
見
の
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う

　
ω
　
潮
木
守
一
「
高
等
教
育
の
国
際
比
較
」
　
『
教
育
社
会
学
研
究
、
第
2
6
集
一
一
九
七
一
年
一
〇
月
、
同
「
高
学
歴
社
会
の
雇
用
構
造
」
　
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
一
＝
一
号
、
一
九
七
三

　
　
年
一
月
所
収
。

　
ω
園
田
恭
一
、
田
辺
信
一
編
著
『
講
座
現
代
生
活
研
究
H
、
生
活
原
論
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
七
一
年
、
ま
え
が
き
、
三
頁
。

　
⑥
見
田
宗
介
『
現
代
日
本
の
心
情
と
論
理
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
四
〇
1
四
二
頁
。

響　　　　　　　　　　　（A

　　　　　　　　　　　（B

介F現代日本 （C



＠
　
E
・
フ
目
ム
（
日
高
六
郎
訳
）
　
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
創
元
社
、
一
九
五
一
年
。

⑥
　
見
田
、
前
掲
、
三
二
⊥
…
貢
。

⑥
国
o
宮
詳
国
，
竃
①
訴
。
戸
の
8
巨
目
ぎ
。
曼
餌
且
ω
8
巨
の
耳
ぎ
ε
声
一
8
0。
①
巳
畦
o
q
a

　
吾
、
森
好
夫
、
金
沢
実
、
中
島
竜
太
郎
訳
）
　
『
社
会
理
論
と
社
会
構
造
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
六
一
年
、
一
二
九
頁
。

①
象
一
。
p
ぎ
宰
8
早
Φ
聲
ス
ざ
ご
α
o
。
℃
マ

一
逡
。
R
・
K
・
マ
ー
ト
ン
（
森
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
V
　
結
　
　
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
・
特
に
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
と
い
う
時
期
に
お
い
て
階
級
・
階
層
構
造
の
変
化
が
極
め
て
急

速
に
劇
的
に
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
産
業
構
造
の
変
化
、
人
口
構
造
の
変
化
、
労
働
市
場
と
労
働
運
動
の
動
態
、
教
育
の

発
達
等
と
い
う
外
生
的
変
数
の
影
響
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
ま
た
生
活
構
造
や
意
識
と
い
う
内
生
的
変
数
に
も
影
響
を
与
え
、
か
つ

支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
触
れ
た
。
本
稿
で
は
、
多
次
元
的
な
緊
張
論
的
階
級
・
階
層
モ
デ
ル
の
視
座
か
ら
、
産
業
化
の
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階

へ
と
推
移
し
つ
つ
あ
る
中
で
の
最
近
の
階
級
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
、
特
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
．
「
新
中
間
層
」
の
動
態
に
注
目
し
て
、
出
来

る
だ
け
実
証
的
に
検
討
し
た
。
二
大
階
級
モ
デ
ル
や
単
純
な
「
新
エ
リ
ー
ト
」
説
や
平
面
的
な
大
衆
社
会
論
的
把
握
（
平
準
化
）
に
よ
つ
て
は
最

近
の
動
態
を
適
切
に
と
ら
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の
歴
史
的
構
造
的
分
析
の
必
要
な
こ
と
を
説
い
た
。
社
会
的
不
平
等
構
造
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
絶
え
ず
平
等
革
命
（
①
ρ
・
当
蔓
冨
邑
暮
巨
）
の
間
題
が
提
起
さ
れ
て
く
る
。

　
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
、
「
新
中
間
層
」
の
内
部
分
化
過
程
に
お
け
る
生
活
構
造
と
意
識
に
つ
い
て
は
、
仮
説
的
に
い
く
つ
か
の
動
向
を
指
摘
す

る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
急
激
な
変
動
期
に
あ
る
現
代
日
本
で
全
労
働
力
人
口
の
約
三
割
を
占

め
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
、
「
新
中
間
層
」
の
動
態
と
不
安
が
ど
の
よ
う
な
内
容
と
方
向
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
一
層
多
面
的
、

動
態
的
、
実
証
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
本
研
究
は
主
に
統
計
的
研
究
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
も
、
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
年
七
月
）

　
　
　
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
一
〇
九
七
）


